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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。
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日（
火
）

３０

納
期
限
の

 
お
知
ら
せ

 
主
な
内
容

◆健康ガイド
６月は食育月間、両親学
級たんぽぽクラス、むし
歯予防教室、肝炎ウイル
ス検診　ほか …９面

◆福祉のひろば
認知症チェックサイトを
開設、救急医療災害支援
情報キットのご活用を　
ほか …８・９面

◆催し
生活日本語教室発表会、
コラージュ体験教室、男
女共同参画シンポジウム
ほか …１１・１２面

◆お知らせ
委員募集、平成２８年度市職員募集、
ごみ分別アプリ配信、国民健康保険
税の税率等を改定、平成２６年度環境
調査結果　ほか …２～７、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付し
てください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 …… 第１期分

　「地元小金井の優れた商品や
技術・サービスの紹介」をコン
セプトに、市内商工業の活性化
を図るため「第１５回黄金井名物
市」を実施します。
　ぜひ、お誘い合わせのうえご
家族でお越しください。
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と　き　６月６日（土）午前１０～午後５時
ところ　ＪＲ武蔵小金井駅南口コミュニテ
ィ広場（フェスティバルコート）
その他　渇当日はコミュニティ広場南側の
道路が通行止めになります。渇東日本大震
災 復 興 応 援 イ ベ ン ト「夜 明 け 市 場 
ｉｎ ＫＯＧＡＮＥＩ 」も同時開催します。
運　営　第１５回黄金井名物市実行委員会
【商工祭り】
　市内商工業者による飲食物の販売、工業
製品の展示および販売を行います。
【クラフト市】
　市内クラフト作家の手作り作品の展示お
よび販売を行います。
【出演者による 賑 やかし】

にぎ

　出演者たちが会場を盛り上げます。お楽
しみください。
【武蔵乃桜太鼓】
　武蔵乃桜太鼓の演奏が名物市のオープニ
ングを華やかに飾ります。

【ジモレ！はっぴーすご６】
　小金井のことを学ぶすごろくを行いま
す。
【はしご車がやってくる】
　小金井消防署の協力により、はしご車に
乗り高所体験ができます。
※　人数・年齢に制限があります。天候等
により、中止になることがあります。
【小金井の 栗 を使った栗焼 酎 「栗将軍」数

くり ちゅう

量限定販売】
　小金井の栗を使ったオリジナル焼酎を販
売します。（売り切れ次第終了）
【小金井タウンショップ「黄金や」開店５
周年記念イベント「黄金井名物グランプ
リ」結果発表】
　４月～５月に募集した、江戸東京野菜や
小金井産農産物等を使用した食品のアイデ
アを発表します。
主催・問合先　商工会（☎０４２−３８１−８７６５）

　「市報こがねい」に掲載する広告を募集します。
　市報は、毎月１日・１５日に発行し、市内の全戸・全事業所に配
布しています。有効な広告媒体ですので、ぜひ、ご活用ください。
　申込方法等詳しくは募集案内をご覧ください。
広告掲載号　平成２７年８月１日号、８月１５日号
規格・広告掲載料　下表のとおり（広告掲載料は１号当たり）
募集案内配布　６月２４日（水）までの午前８時３０分～正午、午後
１時～５時（土曜・日曜日を除く）に、広報秘書課広報係で配布
しているほか、市ホームページからダウンロードできます。
申　込　６月２４日までに、直接、申込書に必要事項を明記し、必
要書類を添えて、広報秘書課広報係（市役所本庁舎２階☎０４２−
３８７−９８０３）へ。

広広広広広広広広広広 告告告告告告告告告告 主主主主主主主主主主 をををををををををを 募募募募募募募募募募広 告 主 を 募 集集集集集集集集集集集

刷　色広告掲載料規格（縦×横）広告種別

２色（色は
市が指定）

８０,０００円８.５㎝×７.５㎝１号広告

４０,０００円４.０㎝×７.５㎝２号広告

市報こがねい

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　子育て世帯臨時特例給付金とは、消費税の
引き上げに際し、子育て世帯への影響を緩和
するための臨時的な給付措置を行うものであ
り、１回限りで支給します。
　５月下旬に支給対象となる可能性がある方
（公務員の方を除く）に児童手当・特例給付
現況届と併用となった申請書等を送付しまし
た。同封の返信用封筒で返送してください。
　申請書を持参される方は、６月１日（月）
～３０日（火）午前９時～正午、午後１時～３
時に、市役所第二庁舎３階３０２会議室で受け
付けます。（土曜・日曜日を除く。）この期
間以降に直接持参される場合は、子育て支援
課窓口で受け付けます。詳しくはお問い合わ
せください。
【申請方法等】
申請期間　６月１日（月）～９月３０日（水）
必要書類　①申請書（申請者の氏名・振込先
口座番号等記載）②振込口座の通帳の写し③
本人確認書類の写し（運転免許証、パスポー
ト、住民基本台帳カード等）
※　②③は、今年度から小金井市で同給付金
を受給される方、もしくは昨年度の同給付
金と振込先が異なる方のみ必要です。

【支給要件等】
基準日　平成２７年５月３１日
支給対象者　基準日に平成２７年６月分の児童
手当の受給者で、平成２６年の所得が児童手当
の所得制限限度額（下表）に満たない方。
 

給付額　対象児童１人につき３千円
【公務員の方へ】
　平成２７年５月３１日現在小金井市の住民基本
台帳に登録されている方は、所属庁から交付
されている申請書等を、申請期間内に子育て
支援課へ郵送してください。また、子育て支
援課窓口等でも受け付けています。
問合先　子育て支援課手当助成係（〒１８４−
８５０４住所不要・市役所第二庁舎３階☎０４２−
３８７−９８３９）

児童手当所得制限限度額表
所得制限限度額税法上の扶養人数
６２２万円０人
６６０万円１人
６９８万円２人
７３６万円３人

以下、１人増すごとに３８万円を加算

子育て世帯臨時特例給付金
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日
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口

開
設
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
１

時開
設
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金

課
国
保
給
付
係
・
国
保
税
係
、
子

育
て
支
援
課
手
当
助
成
係
（
７
日

の
み
）
、
納
税
課
（
７
日
の
み
）

※　

取
り
扱
い
で
き
な
い
業
務

（
後
期
高
齢
者
医
療
事
務
・
市

税
証
明
書
交
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務
ほ
か
）
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
各
担

当
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
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問
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先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
２
６
）
、

０４２

３８７

土
曜
・
日
曜
日
は
市
役
所
代
表

（
☎　

儿　

儿
１
１
１
１
）

０４２

３８３

○は休日窓口開設日
土金木水火月日
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○
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〈
第　

期
公
民
館 

２３
企
画
実
行
委
員
〉

　

市
で
は
、
公
民
館
が
行
う
各
種

事
業
の
調
査
・
研
究
と
企
画
実
施

に
当
た
る
た
め
に
公
民
館
企
画
実

行
委
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
欠
員
に
伴
い
公
民

館
本
町
分
館
で
活
動
す
る
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

任　

期　

７
月　

日
～
平
成　

年

２１

２８

７
月　

日
２０

報　

酬　

報
酬
規
程
に
よ
る

説
明
会　

６
月
９
日
（
火
）
午
前

　

時
か
ら
公
民
館
本
町
分
館
で
行

１０い
ま
す
。
そ
の
際
に
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。

応
募
方
法　

６
月　

日
ま
で
に
、

１５

申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

直
接
、
公
民
館
本
館
へ
。

選
考
方
法　

６
月　

日
（
金
）
午

１９

後
３
時
か
ら
公
民
館
本
町
分
館
で

行
う
候
補
者
調
整
会
（
話
し
合

い
、
抽
選
）
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

※　

応
募
す
る
方
は
必
ず
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
☎　

儿
０４２

　

儿
１
１
８
４
）

３８３〈
社
会
教
育
委
員
〉

　

市
で
は
、
社
会
教
育
行
政
に
広

く
地
域
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
教
育
委
員
会
の
諮
問
機
関
と

し
て
社
会
教
育
委
員
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴

い
、
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
に
３
か
月
以
上
在

住
し
、
平
成　

年
６
月
１
日
現
在

２７

　

歳
以
上
の
方

２５任　

期　

９
月
９
日
～
平
成　

年
２９

９
月
８
日

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

申
込
書
配
布
場
所　

６
月
１
日
か

ら
、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
第
二

庁
舎
７
階
）
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
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６
月　

日
（
必
着
）

２２

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
込
書
と
小
論
文
（　
８００

字
以
内
・
課
題
＝
「
今
求
め
ら
れ

る
社
会
教
育
」
）
を
生
涯
学
習
課

へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
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で
、
論
文
に
よ
る
審

査
の
後
、
面
接
に
よ
る
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考
を
行

い
ま
す
。
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〈
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書
館
協
議
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員
〉
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は
、
図
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館
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よ
り
よ
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運
営
す
る
た
め
に
図
書
館
協
議
会

を
設
置
し
て
い
ま
す
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こ
の
た
び
、
任
期
満
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に
伴
い

公
募
委
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募
集
し
ま
す
。
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育
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政
に
広
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地
域
の
意
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た

め
に
公
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営
審
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設
置

し
て
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ま
す
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こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
に
３
か
月
以
上
在

住
し
、
平
成　

年
６
月
１
日
現
在

２７

　

歳
以
上
の
方

２５任　

期　

９
月
９
日
～
平
成　

年
２９

９
月
８
日

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

申
込
書
配
布
場
所　

６
月
１
日
か

ら
、
公
民
館
本
館
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

６
月　

日
（
必
着
）

２２

ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
申
込
書
と
小
論
文
（　
８００

字
以
内
・
課
題
＝
「
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
運
営
と
役
割
に
つ
い

て
」
）
を
公
民
館
本
館
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
の
後
、
面
接
に
よ
る
選
考
を
行

い
ま
す
。

問
合
先　

公
民
館
本
館
（
〒　

儿
１８４

０
０
１
２
中
町
４
儿　

儿　

☎　

１５

１４

０４２

儿　

儿
１
１
８
４ 
　

儿　

儿
１

３８３

０４２

３８７

２
２
６
）

〈
第
８
期
行
財
政
改
革 

市
民
会
議
委
員
〉

　

市
で
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進

に
当
た
り
、
幅
広
い
見
地
か
ら
の

建
議
、
助
言
を
得
る
た
め
、
行
財

政
改
革
市
民
会
議
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
、

平
成　

年
６
月
１
日
現
在　

歳
以

２７

１８

上
の
方

任　

期　

２
年
間
（
年
５
回
程
度

開
催
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

申
込
書
配
布
場
所　

企
画
政
策
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
図
書
館

本
館
、
公
民
館
各
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
婦
人
会
館
、
福
祉
会
館
、

上
之
原
会
館
、
前
原
町
西
之
台
会

FAX

館
、
総
合
体
育
館
、
東
小
金
井
駅

開
設
記
念
会
館
で
配
布
す
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

７
月
１
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
書
と
小
論
文

（　

字
以
内
・
課
題
＝
「
行
財
政

８００
改
革
に
つ
い
て
」
）
を
企
画
政
策

課
へ
。

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
２
６ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８７

儿
１
２
２
４
）

〈
第
６
期
市
民
参
加
推
進 

会
議
委
員
〉

　

市
で
は
、
市
民
参
加
条
例
の
適

正
な
運
用
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
や
市

民
参
加
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に

市
民
参
加
推
進
会
議
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
任
期
満
了
に
伴
い

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人
（
選
考
）

対　

象　

市
内
在
住
で
平
成　

年
２７

５
月
１
日
現
在　

歳
以
上
の
方

１８

任　

期　

２
年
間
（
年
４
回
程
度

開
催
）

報　

酬　

１
万
円
（
１
回
）

選
考
方
法　

市
役
所
内
で
設
け
た

選
考
委
員
会
で
、
論
文
に
よ
る
審

査
・
選
考
を
行
い
ま
す
。

申
込
書
配
布
場
所　

企
画
政
策
課

（
市
役
所
本
庁
舎
２
階
）
、
市
役

所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
図
書
館

本
館
、
公
民
館
各
館
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
婦
人
会
館
、
福
祉
会
館
、

総
合
体
育
館
、
東
小
金
井
駅
開
設

記
念
会
館
で
配
布
し
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

７
月
１
日
（
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
直
接
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
込
書
と
小
論
文

（
課
題
＝
「
市
民
参
加
を
進
め
る

た
め
に
必
要
な
こ
と
」
。
市
の
役

FAX

割
、
市
民
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ　

字
以
内
で
お
書
き
く
だ

４００

さ
い
）
を
企
画
政
策
課
へ
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
企
画
政
策

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
０
０ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８７

儿
１
２
２
４
）

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

そ
の
他　

▽
す
で
に
市
が
設
置
し

て
い
る
附
属
機
関
等
の
委
員
の
方

は
、
原
則
と
し
て
一
つ
ま
で
し
か

他
の
附
属
機
関
の
委
員
を
兼
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
（
臨
時

的
・
時
限
的
に
設
置
さ
れ
る
附
属

機
関
等
は
、
そ
の
他
に
一
つ
に
限

り
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
▽

市
の
関
係
者
を
除
く
。

選
考
結
果　

応
募
者
全
員
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
提
出
し
て
い
た
だ

い
た
論
文
等
は
、
選
考
後
返
却
し

ま
す
。

選
考
基
準　

必
要
な
方
は
、
各
問

合
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 　

市
で
は
、
公
共
の
場
所
に
お
け

る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
お
よ
び
運

用
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の

で
き
る
地
域
社
会
を
実
現
し
、
市

民
等
の
権
利
利
益
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
（
案
）

を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
案
に
対

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

施
策
名
称　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

及
び
運
用
に
関
す
る
条
例
（
案
）

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
、
市
内
に
事
務
所
や
事
業

所
を
有
す
る
法
人
ま
た
は
そ
の
他

の
団
体

検
討
結
果
の
公
表
等　

８
月
（
予

定
）
。
意
見
等
に
対
す
る
個
別
的

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
検
討
を
終

え
た
と
き
は
、
意
見
等
の
内
容
お

FAX

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
及
び
運

用
に
関
す
る
条
例
（
案
）
に

対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
募
集

よ
び
市
の
検
討
結
果
と
そ
の
理
由

を
公
表
し
ま
す
。

配
布
・
閲
覧
場
所
等　

地
域
安
全

課
（
市
役
所
本
庁
舎
１
階
）
、
市

役
所
第
二
庁
舎
１
階
受
付
、
公
民

館
各
館
、
福
祉
会
館
、
婦
人
会
館
、

総
合
体
育
館
、
図
書
館
本
館
、
保

健
セ
ン
タ
ー
で
ご
覧
い
た
だ
け
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公

開
し
て
い
ま
す
。

提
出
方
法　

６
月　

日
～
７
月　

１５

１４

日
（
必
着
）
に
、
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
施
策
名
称
を
明
記
し
、
直

接
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
用
フ
ォ
ー
ム
で

地
域
安
全
課
へ
。

問
合
先　

地
域
安
全
課
地
域
安
全

係
（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要

１８４

☎　

儿　

儿
９
８
０
６ 
　

儿　

０４２

３８７

０４２

３８４

儿
６
４
２
６
）

FAX

委
員
募

委
員
募
集集

＝38＝

　

市
民
の
皆
さ
ん
や
子
ど
も
た

ち
に
、
自
分
の
住
む
ま
ち
小
金

井
に
愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
小
金
井
市
の
魅

力
を
皆
さ
ん
と
と
も
に
発
掘

し
、
そ
の
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
す
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
が
、「
時
が
つ
く

ら
れ
る
ま
ち
・
小
金
井
」で
す
。

　

日
本
の
標
準
時
は
、
兵
庫
県

明
石
市
と
教
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
標
準
時

の
基
準
と
な
る
東
経　

度
の
子

１３５

午
線
が
、
明
石
市
な
ど
を
通
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、

原
子
時
に
基
づ
い
て
、
日
本
の

時
間
を
作
り
、
管
理
し
て
い
る

の
は
市
内
に
あ
る
国
立
研
究
開

発
法
人
情
報
通
信
研
究
機
構

（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
＝
貫
井
北
町
４
儿

２
儿
１
）
で
す
。

　

今
年
の
７
月
１
日
午
前
８
時

　

分　

秒
と
９
時　

分　

秒
の

５９

５９

００

００

間
に　

分　

秒
が
挿
入
さ
れ
ま

５９

６０

す
。
こ
れ
は
、
地
球
の
自
転
と

原
子
時
計
か
ら
作
ら
れ
る
時
刻

と
の
わ
ず
か
な
ず
れ
を
修
正
す

る
「
う
る
う
秒
」
で
す
。
３
年

前
に
も
行
な
わ
れ
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
壁
面
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
時
計

で
８
時　

分　

秒
の
一
瞬
を
確

５９

６０

認
す
る
た
め
、
大
勢
の
人
々
が

集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
も
同
様

に
そ
の
瞬
間
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
　

武
蔵
小
金
井
駅
の
コ
ン
コ

ＪＲ
ー
ス
に
あ
る
デ
ジ
タ
ル
時
計

も
、
８
時　

分　

秒
を
刻
む
こ

５９

６０

と
に
な
り
ま
す
が
、
駅
構
内
の

通
行
の
妨
げ
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
デ

ジ
タ
ル
時
計
で
ご
確
認
い
た
だ

く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
５
月　

日
に
、

２０

世
界
の
若
手
バ
レ
エ
ダ
ン
サ
ー

の
登
竜
門
ユ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
グ

ラ
ン
プ
リ
で
、
市
立
小
・
中
学

校
卒
業
の
市
民
で
あ
る
栗
原
ゆ

う
さ
ん
（　

歳
）
が
、
見
事
１

１６

位
と
な
り
、
そ
の
報
告
の
た
め

来
庁
さ
れ
ま
し
た
。
海
外
コ
ン

ク
ー
ル
初
挑
戦
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
最
高
の
成
績
を
残
し
た
栗

原
さ
ん
は
、
９
月
に
英
国
ロ
イ

ヤ
ル
・
バ
レ
エ
ス
ク
ー
ル
に
入

学
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
芸

術
文
化
の
振
興
を
図
る
市
に
と

っ
て
も
大
変
喜
ば
し
い
限
り
で

あ
り
、
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
と
な

り
ま
し
た
。
小
金
井
を
巣
立
ち

世
界
の
バ
レ
エ
界
で
の
活
躍

を
、
市
を
挙
げ
て
応
援
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
金
井
市
長
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要
事
項
を
明
記
し
、
資
産
税
課
土

地
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）
へ
。

０４２

３８７

 　

市
で
は
、
家
屋
の
取
り
壊
し
の

確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
課
税

事
務
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
家

屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
資
産

税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

取
り
壊
し
た
家
屋
に
は
、
翌
年

度
か
ら
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

居
住
用
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土

地
は
、
税
負
担
を
軽
減
す
る
特
例

措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
こ
の

適
用
が
な
く
な
り
、
翌
年
度
の
土

地
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 
募
集
内
容　

中
堅
所
得
者
・
家
族

向
け
の
賃
貸
住
宅
（
空
き
家
）

募
集
案
内
（
申
込
書
）
配
布　

６

月
１
日
（
月
）
～　

日
（
水
）
に
、

１０

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所
第

二
庁
舎
５
階
）
、
管
財
課
（
市
役

所
本
庁
舎
１
階
）
、
夜
間
・
休
日

は
施
設
管
理
室
（
同
１
階
）
で
。

そ
の
他　

▽
仲
介
手
数
料
・
礼

金
・
更
新
料
な
し　

▽
募
集
内
容

等
詳
し
く
は
、
募
集
案
内
（
申
込

書
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
申
込

書
は
、
配
布
期
間
中
に
限
り
Ｊ
Ｋ

Ｋ
東
京
（
東
京
都
住
宅
供
給
公

社
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.to
-ko
u
sya.o

r.jp
/

）
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

６
月　

日
（
必
着
）

１５

ま
で
に
、
郵
送
で
Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募

集
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

Ｊ
Ｋ
Ｋ
東
京
募
集
セ
ン

タ
ー
（
☎　

儿
３
４
９
８
儿
８
８

０３

９
４
＝
土
曜
・
日
曜
日
を
除

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

は
ご
連
絡
を

都
民
住
宅

（
東
京
都
施
行
型
）

入
居
者
募
集

く
）
、
市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
住

宅
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
６
１
）

０４２

３８７

 　

都
お
よ
び
小
金
井
市
を
含
む
区

市
町
で
は
、
今
後　

年
間
に
優
先

１０

的
に
整
備
す
べ
き
路
線
の
選
定
な

ど
を
行
う
「
東
京
に
お
け
る
都
市

計
画
道
路
の
整
備
方
針
（
第
四
次

事
業
化
計
画
）
」
に
つ
い
て
、
協

働
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
中
間
ま
と
め
を
公

表
し
ま
し
た
の
で
、
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

意
見
の
公
表
等　

都
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、
意

見
等
に
対
す
る
個
別
的
回
答
は
行

い
ま
せ
ん
。

閲
覧
期
間　

６
月　

日
（
火
）
ま

３０

で閲
覧
場
所
・
時
間　

▽
都
民
情
報

ル
ー
ム（
都
庁
第
一
本
庁
舎
３
階
）

＝
午
前
９
時
～
午
後
６
時　

分　
１５

▽
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画
係

（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
）
＝
午

前
８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時

３０

～
５
時

※　

こ
の
ほ
か
、
都
都
市
整
備
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w

w
.to
sh
iseib

i.m
etro

.to
ky

o
.jp
/kib
a
n
/to
kyo
/in
d
ex.

h
tm
l

）
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
公
開
し
て
い
ま
す
。

意
見
の
提
出
方
法　

６
月　

日
３０

（
消
印
有
効
）
ま
で
に
、住
所（
市

名
の
み
）・
性
別
・
年
齢
を
明
記

し
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ

ー
ル
で
都
都
市
整
備
局
都
市
基
盤

部
街
路
計
画
課
へ
。

問
合
先　

都
都
市
整
備
局
都
市
基

盤
部
街
路
計
画
課
（
〒　

儿
８
０

１６３

０
１
住
所
不
要
☎　

儿
５
３
８
８

０３

儿
３
３
７
９ 
　

儿
５
３
８
８
儿

０３

１
３
５
４
死S

0
0
0
0
1
7
9
@
sec

tio
n
.m
etro

.to
kyo
.jp

）
、
市

都
市
計
画
課
都
市
計
画
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
５
９
）

３８７ 東
京
に
お
け
る
都
市
計
画
道

路
の
整
備
方
針
（
第
四
次
事

業
化
計
画
）
中
間
ま
と
め
の

閲
覧
お
よ
び
意
見
募
集

FAX

試
験
区
分
・
職
種　

①
上
級
職

（
一
般
事
務
）
②
中
級
職
（
一
般

事
務
・
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

対
象
）

資
格
等
要
件　

①
平
成
２
年
４
月

２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
た
方
②
昭
和　

年
４
月
２
日

４５

～
平
成
８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
方
で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

　

▽
身
体
障
害
者
福
祉
法
第　

条
１５

に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方　

▽
自
力
に

よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ
介
助
者

な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能
な
方

▽
通
常
の
勤
務
時
間
（
１
週　

時
３８

間　

分
、
１
日
７
時
間　

分
）
に

４５

４５

対
応
で
き
る
方　

▽
活
字
印
刷
文

（　

ポ
イ
ン
ト
程
度
）
に
よ
る
出

１０
題
お
よ
び
口
述
に
よ
る
面
接
に
対

応
で
き
る
方

※　

国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。

試
験
日　

７
月　

日
（
日
）

２６

採
用
予
定
人
数　

①
５
人
程
度
②

若
干
名

採
用
予
定
日　

平
成　

年
４
月
１

２８

日
（
金
）

要
項
配
布　

６
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
火
）
の
午
前
８
時　

分
～

２３

３０

午
後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
お
よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
受
付
で
配
布
す
る
ほ
か
、
配

布
期
間
中
に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

応
募
受
付　

６
月　

日
（
日
）
＝

２１

職
員
課
、　

日
（
月
）
＝
市
役
所

２２

第
二
庁
舎
６
階　

会
議
室
、　

日

６０１

２３

（
火
）
＝
同
８
階　

会
議
室
で
。

８０１

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
４
時
。

※　

申
込
書
類
は
、
受
験
者
本
人

が
持
参
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
（
代
理
の
方
や
郵
送
に
よ

る
提
出
は
不
可
）

〈
市
職
員
採
用
説
明
会
〉

　

市
職
員
採
用
試
験
の
受
験
を
考

え
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
（
月
）
、　

１５

１７

日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時　

分
２０

と
こ
ろ　

小
金
井　

宮
地
楽
器
ホ

ー
ル
（
小
金
井
市
民
交
流
セ
ン
タ

ー
）
小
ホ
ー
ル

定　

員　

各
回　

人
１５０

案
内
配
布　

６
月
１
日
（
月
）
～

　

日
（
金
）
午
前
８
時　

分
～
午

１２

３０

後
５
時
（
土
曜
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
職
員
課
（
市
役
所
本
庁
舎

１
階
）
お
よ
び
市
役
所
第
二
庁
舎

１
階
受
付
で
配
布
す
る
ほ
か
、
配

布
期
間
中
に
限
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

そ
の
他　

▽
申
込
方
法
は
案
内
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
▽
説
明
会
へ
の

参
加
の
有
無
が
採
用
選
考
に
影
響

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
先　

職
員
課
人
事
研
修
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
０
８
）

０４２

３８７

 　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
次

２８

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
私
道

を
所
有
す
る
方
は
、
申
請
に
よ
っ

て
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
が

平
成　

年
度
以
降
非
課
税
扱
い
と

２８

な
り
ま
す
。

私
道
部
分
の
非
課
税
扱
い

の
申
請
を

　

な
お
、
分
筆
し
て
道
路
と
な
っ

て
い
る
場
合
や
、
す
で
に
非
課
税

と
な
っ
て
い
る
私
道
は
、
申
請
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
非
課
税
の
条
件
】

▽　

使
用
上
の
制
約
を
設
け
ず
、

不
特
定
多
数
の
方
が
利
用
し
て

い
る
こ
と

▽　

幅
員
が
１
・
８
㍍
以
上
で
あ

る
こ
と

▽　

起
点
・
終
点
が
公
道
に
接
し

て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
行
き
止

ま
り
の
私
道
の
場
合
（
幅
員
４

㍍
以
上
）
、
２
棟
以
上
の
家
屋

が
立
ち
並
び
、
不
特
定
多
数
の

方
が
利
用
し
て
い
る
こ
と

▽　

求
積
図
な
ど
に
よ
っ
て
私
道

部
分
が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

そ
の
他　

求
積
図
は
、
原
則
と
し

て
資
格
を
有
す
る
方
に
よ
っ
て
測

量
さ
れ
た
も
の
と
し
ま
す
が
、
地

積
が
狭
小
で
測
量
が
容
易
で
あ
る

土
地
は
、
資
格
を
有
し
な
い
方
に

よ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
合
先　

平
成　

年
２
月

２８

１
日
ま
で
に
、
印
鑑
お
よ
び
求
積

図
を
持
参
の
う
え
、
市
所
定
の
申

請
書
（
資
産
税
課
で
配
布
）
に
必

ごみ分別アプリ配信

%
%

%
%
%
%
%
%
%

　６月１日（月）から、ご
みの収集日や分別方法、出
し方等、ごみに関するさま
ざまな情報を提供する「ご
み分別アプリ」を配信しま
す。
　ごみの分別に迷ったとき

に使える検索機能等もあり
ますので、ダウンロードし
てご活用ください。
　なお、通信料は利用者の
負担となります。
問合先　ごみ対策課清掃係
（☎０４２−３８７−９８３５）

iphone/ipad用
QRコード

Android用
QRコード

栗原ゆうさんがバレエ登竜栗原ゆうさんがバレエ登竜門門
「「ユースアメリカグランプリ」で第１位ユースアメリカグランプリ」で第１位にに
　市内在住の栗原ゆうさんが、
４月にニューヨークで開催され
た世界的なバレエコンクールで
ある同グランプリ（１５歳～１９歳
女子部門）で、見事、第１位に
輝きました。
　５月２０日に、市長を表敬訪問
し、和やかな雰囲気の中、バレ
エを始めたきっかけ、コンクー
ルのようす、目標や夢などにつ
いて話してくれました。

市議会議長に 篠  原 ひろし氏
しの はら

　平成２７年第１回小金井市議会臨時会が、５月２１日（木）に
開催され、議長、副議長、監査委員（議会選出）をはじめ、
各種委員などが決まりました。
　今回選出された議長、副議長、監査委員は、次の方々です。

副議長に 斎  藤  康  夫 氏
さい とう やす お

監査委員に 中  山  克  己 氏
なか やま かつ み

【
市
議
会
議
長
】

篠
原
ひ
ろ
し
氏
（　

歳
）

６９

当　

選　

８
回

党　

派　

無
所
属

略　

歴　

昭
和　

年
初
当
選

５６

以
来
、
議
長
２
期
、
監
査
委

員
２
期
、
総
務
委
員
会
委
員

長
２
期
、
駅
周
辺
整
備
調
査

特
別
委
員
会
委
員
長
１
期
、

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

委
員
長
１
期
な
ど
を
歴
任
さ

れ
ま
し
た
。

篠原ひろし氏

【
市
議
会
副
議
長
】

斎
藤
康
夫
氏
（　

歳
）

５９

当　

選　

５
回

党　

派　

無
所
属

略　

歴　

平
成
９
年
初
当
選

以
来
、
総
務
企
画
委
員
会
委

員
長
１
期
、
建
設
環
境
委
員

会
委
員
長
２
期
、
行
財
政
改

革
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

２
期
、
ご
み
処
理
施
設
建
設

等
調
査
特
別
委
員
会
委
員
長

１
期
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。

斎藤康夫氏

【
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）】

中
山
克
己
氏
（　

歳
）

４９

当　

選　

２
回

党　

派　

自
由
民
主
党

略　

歴　

平
成　

年
初
当
選

２１

以
来
、
総
務
企
画
委
員
会
委

員
長
１
期
、
議
会
運
営
委
員

会
副
委
員
長
１
期
、
予
算
特

別
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

中山克己氏

平平
成成　

年年
度度

２２８８
市
職
員
募

　

市
職
員
募
集集
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U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

　

環
境
保
全
活
動
に
功
績
の
あ
っ

た
個
人
や
団
体
、
事
業
者
を
表
彰

す
る
た
め
、
環
境
賞
の
候
補
者
を

募
集
し
ま
す
。
日
常
生
活
や
事
業

活
動
に
お
い
て
、
環
境
に
配
慮
し

た
取
り
組
み
等
、
受
賞
に
ふ
さ
わ

し
い
功
績
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
・
事
業
者
を
、ぜ
ひ
、
ご
推
薦

く
だ
さ
い
。（
自
薦
も
可
）

　

前
年
度
受
賞
者
は
、
環
境
市
民

会
議
で
し
た
。
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

や
環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
は

じ
め
と
し
た
環
境
啓
発
な
ど
、　
１０

年
間
に
及
ぶ
活
動
実
績
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
、
市
内

の
団
体
ま
た
は
事
業
者

応
募
方
法　

９
月　

日
（
消
印
有

１１

効
）
ま
で
に
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス

ま
た
は
直
接
、
住
所
・
氏
名
（
団

体
ま
た
は
事
業
者
の
場
合
は
名

称
・
代
表
者
氏
名
）・
電
話
番
号
・

自
薦
ま
た
は
推
薦
の
理
由
・
活
動

内
容
・
実
績
等
（
推
薦
の
場
合
は

推
薦
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
）
を
明
記
し
、
環
境
政
策
課
へ
。

問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
４
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
１
７ 
　

儿　

儿
６
５
７

０４２

３８３

７
）

 
募
集
戸
数　

３
戸

住
宅
名　

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金

井
（
緑
町
４
儿　

儿　

）
＝
１
Ｄ

１２

１６

Ｋ
（
約　

・　

平
方
㍍
）

３８

４５

家　

賃　

２
万
１
千
円
～
４
万
１

千　

円（
共
益
費
６
千　

円
含
む
）

２００

４００

入
居
予
定
日　

７
月

申
込
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

① 

申
込
者
が　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は　

歳
以
上
の

６５

方
を
含
む　

歳
以
上
の
２
人
世

６０ FAX

高
齢
者
住
宅

入
居
者
募
集

帯
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

② 

自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い

ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替

え
の
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
方

▽ 

１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▽ 

住
宅
の
老
朽
化
や
、
浴
室
が

な
い
な
ど
に
よ
り
、
安
全
や
衛

生
上
の
問
題
が
あ
る
。

▽ 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
）
で
、
現
住
居
で
の
生
活
が

困
難
で
あ
る
。

▽ 

家
賃
が
収
入
（
所
得
と
は
異

な
り
ま
す
）
の
４
割
を
超
え
、

支
払
い
に
困
窮
し
て
い
る
。

③ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
そ
の
他　

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅

入
居
申
込
書
を
提
出
し
て
い
る
方

に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
▽
今
回
の
住
宅
以
外
に
つ
い

て
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
持
ち
家
の
方
は
、
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申　

込　

６
月　

日
ま
で
に
、
指

１２

定
の
申
込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ
。

３８７

 　

３
月
２
日
か
ら
一
時
休
止
し
て

い
た
、
市
民
課
で
の
税
関
係
証
明

書
（
市
・
都
民
税
課
税
証
明
書
お

よ
び
納
税
証
明
書
）
の
交
付
を
６

月　

日（
水
）か
ら
再
開
し
ま
す
。

１０

　

な
お
、
市
民
税
課
、
納
税
課
で

も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
証
明
書
を
お

取
り
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
市
役

６
月　

日
か
ら
市
民
課
で
の

１０

税
関
係
証
明
書
の
交
付
を
再

開

所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　

儿
９

０４２

３８７

８
３
０
）

 　

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
は
、
建

築
し
た
年
の
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
が
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成　

年
度
課
税
の

２８

た
め
に
、
平
成　

年
１
月
２
日
以

２７

降
、
新
築
お
よ
び
増
改
築
し
た
家

屋
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

調
査
は
、
市
の
調
査
員
（
固
定

資
産
評
価
補
助
員
）
が
、
事
前
に

日
程
を
調
整
の
う
え
伺
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
職
員
証
明
書
等
を

提
示
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容　

屋
根
や
外
壁
・
各
部

屋
の
内
装
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る

資
材
や
設
備
の
状
況
を
調
査
し
ま

す
。

問
合
先　

資
産
税
課
家
屋
係
（
☎

　

儿　

儿
９
８
２
１
）

０４２

３８７

 　

小
・
中
学
校
用
教
科
書
、
平
成

　

年
度
使
用
中
学
校
用
教
科
書
見

２８本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

６
月
１
日
（
月
）
～
７

月
３
日
（
金
）

と
こ
ろ　

図
書
館
本
館
、
図
書
館

貫
井
北
分
室

問
合
先　

指
導
室
指
導
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
７
７
）

３８７

 　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
子
ど
も
の

遊
び
場
、
マ
マ
パ
パ
カ
フ
ェ
、
展

示
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
参
加
者

交
流
会
な
ど
、
子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
め
る
、
情
報
発
信
と
交
流
、

学
び
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　

き　

７
月
５
日
（
日
）
午
前

　

時
～
午
後
４
時　

分

１０

３０

と
こ
ろ　

公
民
館
貫
井
北
分
館

そ
の
他　

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
詳
細

は
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

新
築
（
増
改
築
）
家
屋
の

調
査
に
ご
協
力
を

教
科
書
展
示
会

第
２
回
子
ど
も
メ
ッ
セ

こ
が
ね
い
を
開
催

　

日
中
市
役
所
に
来
ら
れ
な
い
方

は
、
そ
の
他
の
請
求
方
法
に
よ

り
、
証
明
書
等
が
交
付
請
求
で
き

ま
す
。
な
お
、
代
理
人
が
請
求
す

る
場
合
は
本
人
自
筆
の
委
任
状
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
対
象
者
と
請

求
者
の
関
係
が
第
三
者
の
場
合

は
、
交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
郵
送
請
求
〉

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
の
全

部
・
個
人
事
項
証
明
書
等
が
交
付

請
求
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
日
数

が
１
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）
、
手
数
料
分
の
郵
便
定
額
小

為
替
、
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
等
）
の
コ
ピ
ー
を
同

封
し
、
返
信
用
封
筒
に
切
手
を 
貼 は

っ
て
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〈
電
話
窓
口
制
度
〉

　

電
話
で
申
請
し
、
指
定
し
た
取

扱
窓
口
で
住
民
票
の
写
し
・
除
か

れ
た
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録

証
明
書
（
受
け
取
り
は
市
役
所
本

庁
舎
１
階
施
設
管
理
室
の
み
）
、

母
子
手
帳
、
戸
籍
の
附
票
・
除
籍

の
附
票
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

手
数
料　

１
通　

円
（
母
子
手
帳

３００

は
無
料
）

受
付
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
午
前

８
時　

分
～
午
後
４
時

３０

か
、
小
金
井
子
育
て
・
子
育
ち
支

援
サ
イ
ト
「
の
び
の
び
ー
の
！
」

（h
ttp
://n
o
b
in
o
vin
o
.n
et/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

小
金
井
子
育
て
・
子
育

ち
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
事

務
局
（
☎　

儿
６
４
８
８
儿
５
７

０７０

３
１
）

 　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
依
頼
会
員

（
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
方
）
と

協
力
会
員
（
お
手
伝
い
を
し
た
い

方
）
の
会
員
組
織
で
す
。

　

登
録
を
希
望
す
る
方
の
た
め

に
、
会
則
、
援
助
活
動
ま
で
の
流

れ
、
仕
組
み
を
説
明
し
ま
す
。

　

子
育
て
を
地
域
で
支
え
る
相
互

援
助
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

６
月　

日
（
水
）
午
前

１７

　

時
～　

時

１０

１１

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会

▽　

依
頼
会
員
＝
市
内
在
住
で
、

原
則
生
後　

日
～
小
学
生
の
子

５７

ど
も
と
同
居
し
て
い
る
方

▽　

協
力
会
員
＝
援
助
活
動
に
関

心
の
あ
る　

歳
以
上
の
方
（
登

２０

録
す
る
に
は
協
力
会
員
講
習
会

へ
の
参
加
が
必
要
で
す
）

そ
の
他　

保
育
あ
り
（
要
事
前
申

込
）

申　

込　

６
月
３
日
か
ら
、
電
話

で
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
１
７
０
１

０４２

３２０

＝
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午

後
５
時
）
へ
。

 
と　

き　

６
月　

日
（
火
）
午
前

１６

　

時
～　

時　

分

１０

１１

３０

内　

容　

ミ
ニ
ト
ー
ク
「
健
康
＆

離
乳
食
」
。
親
子
の
交
流
。
栄
養

士
、
看
護
師
、
保
育
士
へ
の
相
談

対　

象　

平
成　

年
６
月
～　

年

２６

２７

１
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
と
保
護

市
立
け
や
き
保
育
園

な
の
は
な
ひ
ろ
ば

者申
込
方
法　

当
日
直
接
同
保
育
園

へ
。

問
合
先　

同
保
育
園
（
☎
０
４
２

２
儿　

儿
０
７
７
０
）

６０

 　

現
況
届
は
、
受
給
者
の
方
々
の

前
年
の
所
得
状
況
と
平
成　

年
６

２７

月
１
日
現
在
の
養
育
状
況
な
ど
を

確
認
し
、
受
給
資
格
の
有
無
を
審

査
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

現
況
届
を
期
限
ま
で
に
提
出
し

な
い
場
合
、
引
き
続
き
受
給
資
格

が
あ
っ
て
も
、
６
月
分
か
ら
の
各

種
手
当
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

現
況
届
の
用
紙
は
、
５
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
し
た
。
６
月
５
日
ま

で
に
届
か
な
い
方
は
、
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
等
は
、
同
封
の
案
内

児
童
手
当
、
児
童
育
成
手

当
現
況
届
は
６
月　

日
３０

（
火
）
ま
で
に
提
出
を

取
扱
窓
口　

施
設
管
理
室
、
公
民

館
（
本
町
分
館
・
貫
井
南
分
館
・

東
分
館
）
、
上
之
原
会
館
、
桜
町

上
水
会
館

〈
広
域
交
付
住
民
票
〉

　

住
民
登
録
地
以
外
の
市
役
所
で

発
行
す
る
住
民
票
で
す
。
勤
務
先

や
外
出
先
で
住
民
票
が
必
要
に
な

っ
た
場
合
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
本
籍
地
と
筆
頭
者
は
記

載
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
休
日
窓

口
で
の
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

必
要
書
類　

運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
、
住
基
カ
ー
ド
（
顔
写
真

の
つ
い
て
い
な
い
タ
イ
プ
は
暗
証

番
号
の
入
力
が
必
要
）
、
そ
の
他

官
公
署
が
発
行
し
た
免
許
証
、
許

可
証
も
し
く
は
資
格
証
明
書
等

手
数
料　

１
通　

円
３００

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

請
求
・
問
合
先　

市
民
課
市
民
係

（
〒　

儿
８
５
０
４
住
所
不
要
・

１８４

市
役
所
第
二
庁
舎
１
階
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
３
０
）

郵
送
請
求
・
電
話
窓
口
制
度
・

広
域
交
付
住
民
票
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階
☎

　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

 
〈
児
童
手
当
〉

　

６
月
期
分
＝
２
～
５
月
分

〈
児
童
育
成
手
当
〉

　

６
月
期
分
＝
２
～
５
月
分

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

振
込
日　

６
月　

日
（
水
）

１０

　

振
込
日
以
降
、
通
帳
で
お
確
か

め
く
だ
さ
い
。
金
融
機
関
に
よ
っ

て
は
２
・
３
日
遅
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
▽
振
込
日
以
降
、

各
種
手
当
の
支
給

７
日
を
過
ぎ
て
も
振
り
込
ま
れ
な

い
場
合　

▽
氏
名
、
住
所
、
口
座

を
変
更
し
た
場
合　

▽
施
設
に
入

所
し
た
場
合

問
合
先　

子
育
て
支
援
課
手
当
助

成
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
３
９
）

０４２

３８７

第４次基本構想・後期基本計画策定のための市民懇談会

こがねいまちづくり カフェ
噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛 噛
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　市では、長期計画審議会を設置し、第４次基
本構想・後期基本計画（素案）を審議していま
す。
　このたび、市民の方々と一緒に未来の「こが
ねい」について考え、意見をいただく機会とし
て、市民懇談会を開催します。ぜひご応募くだ
さい。なお、多様な市民の方々の意見を伺うた
め、一般募集に加えて、無作為に抽出した方
１,０００人に６月初旬に案内を送付します。
　同審議会では、分野ごと（環境と都市基盤・
地域と経済・文化と教育・福祉と健康）に起草
委員会を開催しています。日程および開催場所
については、お問い合わせいただくか、市ホー

ムページをご覧ください。
と　き　７月４日（土）午後１時～４時
ところ　公民館貫井北分館
対　象　市内在住・在勤・在学の方
定　員　５０人（一般募集２５人、無作為抽出２５
人。多数抽選）
その他　保育（要事前申込）、手話通訳あり
申　込　６月１日～１５日（必着）に、郵送、フ
ァクス、Ｅメールまたは直接、住所・氏名・年
齢・電話番号を企画政策課企画政策係（〒１８４
−８５０４住所不要・市役所本庁舎２階☎０４２−３８７
−９８００ ０４２−３８７−１２２４死s010199@kogane 
i-shi.jp）へ。

FAX

子
ど
も
の
笑
顔
を
み
ん
な
で
守
る

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

（
通
告
・
相
談
）

▽
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
相
談
窓
口
）

　

☎　

儿　

儿
３
１
４
６
＝
月
曜
〜

０４２

３２１

土
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
東
京
都
小
平
児
童
相
談
所

（
緊
急
時
）

　

☎　

儿　

儿
３
７
１
１
＝
月
曜
〜

０４２

４６７

金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　
４５

分
▽
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
夜
間
・
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
・
年

末
年
始
の
緊
急
時
）

　

☎　

儿
５
９
３
７
儿
２
３
３
０

０３

第第　

回
小
金
井

回
小
金
井
市市

１３１３
環
境
賞
候
補
者
募

環
境
賞
候
補
者
募
集集

−未来の「こがねい」について気軽にお話ししませんか
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　JR東小金井駅南口にある「黄金や」は、小金井らし
い商品を取り集めたお店です。小金井産の商品をはじ
め、ご近所やゆかりのあるまちから、名物を取りそろ
えました。
　１階では、主に市内事業所から出品された商品のほ
か、採れたて地場野菜などの農産物も販売していま
す。また、小金井まちなか歩きガイドブックやてくて

くマップなどを配布し、市内の情報を発信しています。
　２階の飲食スペースでは、小金井産の朝採れ野菜を
たっぷり使ったランチメニューや午後のブランチデザ
ートなどを提供するカフェ・レストランとして営業し
ています。このスペースでは、このほかにも販売展示
会、ワークショップ、地元商店会との連携イベント等
も行っています。
所在地　東町４−４２−２１昭和信用金庫駐車場内
営業時間　午前１０時～午後８時
定休日　日曜日
取扱商品　農産物、食品（肉加工品、弁当、惣菜、パ
ン、和洋菓子）、雑貨、こきんちゃんグッズなど
運　営　商工会産業振興プラン推進室「 黄  金  井 の里」

こ が ね

問合先　小金井タウンショップ「黄金や」（☎０４２−３１６
−１８３３）

小金井タウンショップ「 黄金 や」
こ が ね

【
夫
婦
・
恋
人
の
関
係
は
対
等
で

す
か
】

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
殴
る
、
け
る
等

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
・
社
会

的
・
性
的
・
経
済
的
な
暴
力
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
現
れ
、
被

害
を
受
け
た
人
の
心
や
身
体
を
傷

つ
け
て
し
ま
う
人
権
侵
害
で
す
。

　
「
相
手
が
怒
る
の
は
自
分
が
悪

い
か
ら
」
と
か
、
「
愛
さ
れ
て
い

る
か
ら
束
縛
さ
れ
る
」
と
考
え
て

い
る
と
、
実
際
Ｄ
Ｖ
が
起
き
て
い

て
も
認
識
で
き
ず
、
問
題
が
潜
在

化
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
は
夫
婦 
喧  
嘩 
で
は
な
く
人

げ
ん 

か

権
侵
害
で
す
。
「
ど
ん
な
場
合
で

も
Ｄ
Ｖ
は
許
さ
な
い
」
と
い
う
意

識
が
大
切
で
す
。

　

少
し
で
も
疑
問
に
感
じ
て
い
た

こ
と
が
あ
れ
ば
、
隠
さ
ず
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
で
一
度
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

【
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
】

　

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
と
は
、　

～　

歳

１０

２０

代
な
ど
で
、
未
婚
の
交
際
相
手
か

ら
受
け
る
Ｄ
Ｖ
の
こ
と
で
す
。

【
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
】

　

市
で
は
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
知
っ
て
お
き
た
い
デ
ー
ト
Ｄ

Ｖ
」
、
「
Ｄ
Ｖ
を
知
ら
な
き
ゃ
Ｄ

Ｖ
を
な
く
せ
な
い
」
を
市
役
所
第

二
庁
舎
１
階
受
付
、
公
民
館
各
館

な
ど
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

問
合
先　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
（
☎　

︱　

︱
９
８
５

０４２

３８７

３
）

みみみみみみみみみみみみみみみみ
んんんんんんんんんんんんんんんん
なななななななななななななななな

み
ん
な
ののののののののののののののののの

ひひひひひひひひひひひひひひひひ
ろろろろろろろろろろろろろろろろ
ひ
ろ
ばばばばばばばばばばばばばばばばば

男
女
平
等
社
会
を
め
ざ
し
て

!
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◎パートナー（夫または妻）や恋人は…
□　 嫉妬 深く独占欲が強いですか

しっと

□　あなたが実家に帰ったり、友人と会う
ことを嫌がりますか
□　あなたがほかの異性と浮気をしている
のではないかと疑いますか
□　あなたがどこで何をしているかを気に
し、どこに行ったかをいちいち報告させ
ますか
□　あなたが何かするたびに、自分の許可
をとらせますか
□　暴力をお酒や、ストレスのせいにしま
すか
□　あなたを「もの」や所有物のように考
えていますか
□　自分の好みに合わせてあなたが態度や
考え方を変えることを望んでいますか

□　あなたの持ち物を壊したり、ペットを
いじめたりしますか

□　あなたあての手紙を勝手に開封した
り、携帯をチェックしたことがあります
か

◎あなたは…
□　いつも受け身で、絶望感におそわれる
ことがありますか

□　相手の機嫌を損ねることを恐れ、意見
が食い違うことが怖いですか

□　相手が怒るのは自分に非があるからだ
と思っていますか

□　自分さえ我慢していれば二人の関係は
うまくいくと思っていますか

□　相手が束縛したがるのは、自分のこと
を愛しているからだと思っていますか

ＤＶチェックシート

特定健診の健診項目
【基本的な健診項目】
　▷　質問事項（問診票）
　▷　身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）
　▷　身体診察、血圧測定
　▷　血液検査（中性脂肪、HDLコレステロール、LDLコレステロール）
　▷　肝機能検査（GOT、GPT、γ-GTP）
　▷　血糖検査（空腹時血糖およびHｂA１C）
　▷　尿検査（尿糖、尿蛋白）
【詳細な健診項目】
前年の健診結果および医師の判断により実施
　▷　貧血検査
　▷　心電図検査
　▷　眼底検査

フォロー健診（独自健診）の健診項目
【内科項目】
　▷　胸部レントゲン検査
　▷　生化学検査（尿酸、クレアチニン）
　▷　血液検査（白血球、赤血球、血色素、ヘマトクリット）
　▷　心電図検査
【眼科項目】
内科健診の結果、医師の判断により実施
　▷　眼底検査、眼底撮影、視力検査、眼圧測定

　

市
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を

対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

早
期
発
見
の
た
め
、
特
定
健
康
診

査
（
特
定
健
診
）を
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
の
方
に
は
受
診
券

等
の
必
要
書
類
を
６
月
１
日
ま
で

に
届
く
よ
う
に
発
送
し
ま
し
た
。

　

受
診
期
間
や
医
療
機
関
等
は
、

受
診
券
に
同
封
の
書
類
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

対　

象　

平
成　

年
４
月
１
日
以

２７

降
継
続
し
て
市
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方
で
、
平
成　
２７

年
度
中
に　

～　

歳
に
な
る
方

４０

７５

（
妊
娠
中
の
方
な
ど
、
一
部
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）

健
診
項
目　

左
表
の
と
お
り

そ
の
他　

同
じ
年
度
内
に
特
定
健

診
を
受
け
た
場
合
は
、
人
間
ド
ッ

ク
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
市
が
実
施
す
る
特
定
健
診

の
対
象
と
な
ら
な
い
方
〉

▽ 

生
活
保
護
受
給
者
等
の
保
険

未
加
入
の
方
、
平
成　

年
４
月

２７

２
日
以
降
に
保
険
が
変
わ
っ
た

方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。　
１２

月
に
実
施
す
る
集
団
健
診
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

市
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の

保
険
（
職
場
の
健
康
保
険
組
合

な
ど
）に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

ご
加
入
の
保
険
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽ 
　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医

７５
療
制
度
加
入
者
の
方
に
は
、
９

月
中
旬
に
健
診
の
受
診
券
等
を

送
付
し
ま
す
。

〈
フ
ォ
ロ
ー
健
診
〉

　

特
定
健
診
後
、
希
望
す
る
方
に

フ
ォ
ロ
ー
健
診
（
左
表
）
を
実
施

し
ま
す
。

　

フ
ォ
ロ
ー
健
診
は
、
市
が
実
施

す
る
特
定
健
診
の
対
象
と
な
ら
な

い
方
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

受
診
可
能
な
医
療
機
関
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
の

２７

特
定
健
診
を
開
始!
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問
合
先　
　

保
険
年
金
課
国

保
給
付
係
（
☎　

儿　

儿
９
８

０４２

３８７

３
３
）
、
健
康
課
健
康
係
（
☎

　

儿　

儿
１
２
４
０
）

０４２

３２１

　商工会では、２０％プレミアム付き商品券として「黄金井○得 商品
券」を発行します。
　同商品券は、７月１５日（水）～平成２８年１月１４日（木）を使用有
効期間として、額面５００円、１２枚つづりを５千円で、７月１５日から同
商品券完売まで販売します。
　発行するにあたり、同商品券を使用できる加盟店（市内事業者限
定）を募集します。
　各商店会会員の皆さんには、商店会を通じて案内します。また、
各商店会非会員の方および商工会非会員の方も受け付けます。な
お、大型店も募集対象となります。換金方法等、詳しくは、直接商
工会までお問い合わせください。
募集受付　６月１５日（月）まで
問合先　商工会（☎０４２−３８１−８７６５）

プレミアム付き商品券
加盟店募集

　４月１９日（日）に東京防災隣組第四回認定式が行われ、小金井市より緑四防災
会が東京防災隣組に認定されました。小金井市では昨年度までに認定された３団
体に続いての認定団体となります。
　東京防災隣組とは、
東京都が認定する地域
で意欲的な防災活動を
行う団体のことです。
第四回認定団体は３９団
体で、第三回までの認
定団体と合わせて累計
１８２団体となりました。

東京防災隣組東京防災隣組にに
小金井市から１団体認小金井市から１団体認定定



27・6・1 6

 　

国
保
税
は
、
加
入
者
の
負
担
能

力
に
応
じ
た
応
能
割
と
、
世
帯
の

人
数
な
ど
に
応
じ
た
応
益
割
を
合

算
し
、
課
税
し
ま
す
。

応
能
割

▽　

所
得
割
額
＝
前
年
中
の
所
得

額
に
応
じ
た
額

※　

前
年
度
ま
で
課
税
し
て
い
た

資
産
割
額
（
固
定
資
産
税
額
に

応
じ
た
額
）
は
、
今
年
度
分
か

ら
廃
止
と
な
り
ま
す
。

応
益
割

▽　

均
等
割
額
＝
加
入
者
の
人
数

に
応
じ
た
額

▽　

平
等
割
額
＝
加
入
世
帯
に
一

律
の
額

　

次
の
①
～
③
の
額
の
百
円
未
満

を
切
り
捨
て
た
額
の
合
計
が
、
１

年
間
の
国
保
税
の
額
で
す
。

　

な
お
、
算
定
基
礎
額
は
、
前
年

分
の
所
得
か
ら
基
礎
控
除
（　

万
３３

円
）
を
差
し
引
い
た
金
額
で
す
。

①　

医
療
分
＝
所
得
割
額
（
算
定

平
成

年
度
国
保
税

平
成　

年
度
国
保
税
のの

２７２７

計
算
方

計
算
方
法法

基
礎
額
×
５
・
５
％
）
＋
均
等

割
額
（
加
入
者
数
×
２
万
１
千

円
）
＋
平
等
割
額
（
１
世
帯
６

千　

円
）
。
課
税
限
度
額
は　

６００

５２

万
円

②　

後
期
高
齢
者
支
援
分
＝
所
得

割
額
（
算
定
基
礎
額
×
１
・
９

５
％
）
＋
均
等
割
額
（
加
入
者

数
×
１
万
４
千
円
）
。
課
税
限

度
額
は　

万
円

１７

③　

介
護
分
（　

～　

歳
の
方
）

４０

６４

＝
所
得
割
額
（
算
定
基
礎
額
×

１
・
９
％
）
＋
均
等
割
額
（　
４０

～　

歳
の
方
の
加
入
者
数
×
１

６４
万
６
千
円
）
。
課
税
限
度
額
は

　

万
円

１６
※　

計
算
方
法
等
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
軽
減
措
置
】

　

前
年
中
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
世
帯
に
対
し
て
、
均
等
割
と
平

等
割
を
減
額
す
る
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
世
帯
主
と
加

入
者
全
員
分
（
特
定
同
一
世
帯
所

属
者
も
含
む
）
の
市
民
税
・
都
民

税
の
申
告
、
所
得
税
の
確
定
申
告

等
が
済
ん
で
い
な
い
と
措
置
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
前
年
中
に
収
入
が
な
か

っ
た
方
も
市
民
税
・
都
民
税
の
申

告
を
す
る
こ
と
で
、
軽
減
の
対
象

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

軽
減
割
合

▽　

７
割
＝
軽
減
判
定
所
得
が　
３３

万
円
以
下
の
世
帯

▽　

５
割
＝
軽
減
判
定
所
得
が　
３３

万
円
＋
（　

万
円
×
被
保
険
者

２６

と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

以
下
の
世
帯

▽　

２
割
＝
軽
減
判
定
所
得
が　
３３

万
円
＋
（　

万
円
×
被
保
険
者

４７

と
特
定
同
一
世
帯
所
属
者
数
）

以
下
の
世
帯

※　

軽
減
判
定
所
得
は
、
世
帯
内

の
国
保
加
入
者
（
国
保
に
加
入

し
て
い
な
い
世
帯
主
と
特
定
同

一
世
帯
所
属
者
も
含
む
）
全
員

の
所
得
合
計
額
で
す
。

※　

特
定
同
一
世
帯
所
属
者
は
、

国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
へ
移
行
し
た
方
で
、
引
き
続

き
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
方
で

す
。

% %%%%%%%%%%%%%%%%%

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
制
度

は
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
と
き
に
備
え
て
加

入
者
の
方
々
が
国
保
税
を
負
担
し
合
い
、
治

療
を
受
け
る
と
き
の
医
療
費
の
補
助
な
ど
に

充
て
る
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

　

国
保
の
財
政
運
営
は
、
加
入
者
の
方
々
に

納
め
て
い
た
だ
く
国
保
税
の
ほ
か
に
、
国
・

都
・
市
の
公
費
で
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
加

入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
高
度
化
な
ど

に
よ
り
医
療
費
が
年
々
増
加
し
続
け
て
お

り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
国
保
の
財
政

運
営
の
た
め
、
平
成　

年
度
国
保
税
の
税
率

２７

お
よ
び
課
税
限
度
額
を
改
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
（
下
表
）

　

ま
た
、
併
せ
て
低
所
得
者
の
国
保
税
軽
減

の
拡
充
も
実
施
し
ま
す
。

　

加
入
者
の
方
々
に
は
、
ご
負
担
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
国
保
財
政
の
厳

し
い
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。　　

　

な
お
、
平
成　

年
度
国
保
税
納
税
通
知
書

２７

は
、
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

問
合
先　

保
険
年
金
課
国
保
税
係
（
☎　

儿
０４２

　

儿
９
８
３
２
）

３８７

平成２７年度国保税　税率等改定内容
概　　要平成２７年度平成２６年度区　　分

渇　医療分の所得
割が改定されま
した。
渇　医療分の資産
割が廃止されま
した。
渇　全区分の課税
限度額が改定さ
れました。

５.５０％４.８０％所得割

医療分

−７.５０％資産割

２１,０００円均等割

６,６００円平等割

５２０,０００円５１０,０００円課税限度額

１.９５％所得割
後期高齢者
支援分 １４,０００円均等割

１７０,０００円１６０,０００円課税限度額

１.９０％所得割
介護分

（４０〜６４歳
の方）

１６,０００円均等割

１６０,０００円１４０,０００円課税限度額

 　

国
保
税
は
、
１
年
間
の
税
額
を

８
回
の
納
期
（
７
・
８
・
９
・

　

・　

・　

・
１
・
２
月
）
に
分

１０

１１

１２

け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
納

期
限
は
、
各
納
期
の
末
日
（　

月
１２

は　

日
）
で
す
。
末
日
が
金
融
機

２５
関
の
休
業
日
の
場
合
は
、
休
業
日

の
翌
日
と
な
り
ま
す
。

　

納
付
に
当
た
っ
て
は
、
便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
忙
し
く
て
納
め
に
行
く
時

間
が
な
い
方
に
も
お
勧
め
で
す
。

申
し
込
み
は
、
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
等
に
預
・
貯
金
通
帳
、
金
融

機
関
等
届
出
印
を
持
参
の
う
え
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
年
金
課
窓
口
で
も

金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

で
口
座
振
替
の
申
し
込
み
が
で
き

ま
す
。
申
込
書
類
の
記
入
の
ほ

か
、
専
用
機
器
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
の
読
み
取
り
と
暗
証
番
号
の

入
力
を
行
う
た
め
、
本
人
の
来
庁

が
必
要
で
す
。
取
扱
金
融
機
関
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
種
類
（
Ｉ

納

付

方

納　

付　

方　

法法

Ｃ
専
用
カ
ー
ド
等
）に
よ
っ
て
は
、

受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 　

国
保
制
度
を
円
滑
に
運
営
し
て

い
く
た
め
、
国
保
税
を
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

主
た
る
財
源
で
あ
る
国
保
税
が

滞
納
さ
れ
る
と
、
医
療
費
を
支
払

う
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
国
保
の

運
営
に
支
障
が
生
じ
ま
す
。
滞
納

し
た
場
合
に
は
、
延
滞
金
を
納
め

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
差
し
押
さ

え
な
ど
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
思
わ
ぬ
事
故
や
災
害
、

病
気
、
失
業
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
に
よ
り
納
期
内
に
納
め
ら
れ

な
い
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
申
請
に
よ
り
国
保
税

の
減
額
免
除
や
分
割
納
付
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

納
期
内

納
期
内
にに

納
付
し
て
く
だ
さ

納
付
し
て
く
だ
さ
いい

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税

平
成　

年
度
市
・
都
民
税
納
税
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７２７

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
ををををををををををををををををををををを
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

税
額
決
定
通
知
書
を
発
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送

　

平
成　

年
度
（
平
成　

年

２７

２６

分
）
の
市
民
税
・
都
民
税
納

税
・
税
額
決
定
通
知
書
を
６
月

　

日
（
水
）
に
発
送
し
ま
す
。

１０
　

第
１
期
の
納
期
限
は
、
６
月

　

日
（
火
）
で
す
。
納
税
・
税

３０額
決
定
通
知
書
が
お
手
元
に
届

き
ま
し
た
ら
ご
確
認
の
う
え
、

納
期
限
ま
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
市
民

２７

税
・
都
民
税
課
税
（
非
課
税
）

証
明
書
は
、
６
月　

日
（
水
）

１０

か
ら
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

〈
平
成　

年
度
の 

２７

主
な
税
制
改
正
〉

【
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
延
長
、

控
除
限
度
額
の
拡
充
】

　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

（
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
）
の
対
象

期
間
が
平
成　

年
１
月
１
日
～

２６

　

年
６
月　

日
に
延
長
さ
れ
ま

３１

３０

す
。
ま
た
、
平
成　

年
４
月
１

２６

日
以
後
に
居
住
開
始
し
、
住
宅

取
得
に
か
か
る
消
費
税
等
の
税

率
が
８
％
で
あ
る
場
合
に
は
、

控
除
限
度
額
が
最
高　

万
６
千

１３

　

円
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。
（
表

５００１
）

　

平
成　

年
４
月
１
日
～　

年

２６

３１

６
月　

日
の
控
除
限
度
額
は
、

３０

住
宅
の
取
得
対
価
の
額
ま
た
は

費
用
の
額
に
含
ま
れ
る
消
費
税

等
の
税
率
が
、
８
％
ま
た
は　
１０

％
で
あ
る
場
合
に
限
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
場
合
に
お
け
る
控
除

限
度
額
は
改
正
前
と
同
様
で

す
。

表１　住宅借入金等特別控除限度額
市・都民税控除限度額居住年月日

所得税の課税総所得金額等の５％
（最高９７,５００円）〜平成２５年１２月３１日改正前

所得税の課税総所得金額等の５％
（最高９７,５００円）

平成２６年１月１日〜
３月３１日

改正後
所得税の課税総所得金額等の７％

（最高１３６,５００円）
平成２６年４月１日〜
３１年６月３０日

　市・都民税における住宅借入金等特別控除は、所得税の控除可能額のうち所得
税から控除しきれなかった額を市・都民税控除限度額の範囲内で市・都民税から
控除します。

表３　上場株式等の配当等に係る申告分離税率
平成２７年度以後平成２２年度〜２６年度

市・都民税５％
（市３％、都２％）
所得税１５％

市・都民税３％
（市１.８％、都１.２％）
所得税７％
※市＝市民税　都＝都民税

表２　上場株式等の譲渡所得等に係る税率
平成２７年度以後平成２２年度〜２６年度区分

市・都民税５％
（市３％、都２％）
所得税１５％

市・都民税３％
（市１.８％、都１.２％）
所得税７％

金融商品取引業者
等を通じた譲渡等

市・都民税５％（市３％、都２％）所得税１５％上記以外 【
上
場
株
式
等
の
譲
渡
お
よ
び

配
当
等
に
関
す
る
特
例
措
置

の
廃
止
】

　

平
成　

年　

月　

日
ま
で
の

２５

１２

３１

上
場
株
式
等
を
譲
渡
し
た
場
合

の
所
得
お
よ
び
上
場
株
式
等
の

配
当
等
に
係
る　

％
軽
減
税
率

１０

（
所
得
税
７
％
、
市
・
都
民
税

３
％
）
の
特
例
措
置
は
、
平
成

　

年　

月　

日
を
も
っ
て
廃
止

２５

１２

３１

さ
れ
、
平
成　

年
１
月
１
日
以

２６

後
は
、
本
則
税
率
の　

％
（
所

２０

得
税　

％
、
市
・
都
民
税
５

１５

％
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
（
表

２
・
３
）
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%%%%

%%%%

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

&
&
&
&
&
&
&
&
&
&

問
合
先　

市
民
税
課
市
民
税

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
３
階

☎　

儿　

儿
９
８
１
９
）

０４２

３８７

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険
税
のの

税
率
等
を
改

税
率
等
を
改
定定
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市
内
農
産
物
庭
先
販

市
内
農
産
物
庭
先
販
売売

市
内
農
産
物
庭
先
販

市
内
農
産
物
庭
先
販
売売

N

S
W E

貫井北町
3丁目

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

新
小
金
井
街
道

貫井北町
1丁目
貫井北町
1丁目
貫井北町
1丁目

貫井南町4丁目

貫井南町3丁目貫井南町3丁目貫井南町3丁目

貫井南町5丁目

貫井北町5丁目貫井北町5丁目貫井北町5丁目

貫井北町
2丁目

貫井北町4丁目

本町6丁目

本町5丁目

本町4丁目

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

前原町3丁目

中町4丁目

本町
1丁目

前原町2丁目

中町3丁目 中町2丁目

東町
5丁目 東町

1丁目

東町2丁目東町2丁目東町2丁目

東町3丁目東町3丁目東町3丁目

梶野町
1丁目
梶野町
1丁目
梶野町
1丁目

梶野町
2丁目

梶野町
5丁目

梶
野
通
り

梶
野
通
り

梶
野
通
り

東
大
通
り

東
大
通
り

東
大
通
り

梶野町
3丁目

関野町1丁目
関野町2丁目

梶野町4丁目梶野町4丁目梶野町4丁目緑町
2丁目

緑町
4丁目

緑町3丁目
五日市街道五日市街道五日市街道

都立小金井公園

本町
3丁目

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

小
金
井
街
道

桜町2丁目 桜町
1丁目

桜町3丁目

本町2丁目
緑町1丁目

緑町5丁目緑町5丁目緑町5丁目

東小金井駅

東町4丁目

新小金井駅

中町1丁目

連雀通り

前原町1丁目

前原町
5丁目 前原町

4丁目

貫井南町
2丁目
貫井南町
2丁目
貫井南町
2丁目

1 2

67

5

3
4

15

17

10

13

11

12

9
8

16

14

23

25 24

19

20
18

22 21
農産物庭先販売マップ

貫井南町1丁目貫井南町1丁目貫井南町1丁目

56
55

54
535251

50

49
48 47

46

45

44

4342

41

40

39

38

37
36

35
34

33

32

31

30

29

28

2726

　

農
産
物
庭
先
販
売
は
、
市
内
の

農
家
が
地
元
で
育
て
た
新
鮮
で
お

い
し
い
農
産
物
を
通
じ
て
、
地
域

農
業
へ
の
理
解
と
市
内
農
業
の
振

興
発
展
の
た
め
に
、
市
農
業
振
興

連
合
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
産
の
農
産
物
を
、
ぜ

ひ
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

※　

時
期
に
よ
り
庭
先
販
売
を
行

っ
て
い
な
い
販
売
所
も
あ
り
ま

す
。

問
合
先　

経
済
課
産
業
振
興
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
８
２
）

０４２

３８７

販売場所農業者名番号地区
東　町１−４３−１８竹内政子❶

東　

部

　〃　１−４４−２８田中高平❷
　〃　２−１０井上鋹明❸
　〃　２−１２−５阪本吉五郎❹
　〃　３−３−２島田安雄❺
　〃　３−１７島田フサ❻
　〃　３−１９−７高橋哲夫❼
梶野町１−５−３野口達雄❽

梶
野
町

　〃　１−５−６野口雪江❾
　〃　１−５−３５千本木勘治●１０ 
　〃　１−５−３５千本木勘欽●１１ 
　〃　２−７高橋七郎●１２ 
　〃　２−１４土屋正子●１３ 
　〃　３−２−２船田正●１４ 
　〃　３−３保谷福寿●１５ 
　〃　３−１１−１４土屋和子●１６ 
　〃　４−１３−３１宮崎茂●１７ 
関野町１−６−５荒畑清●１８ 関野町 　〃　１−９−４島田重行●１９ 

販売場所農業者名番号地区
関野町１−９−２３大堀孝治郞●２０ 

関
野
町

　〃　１−１０−１杉山悦子●２１ 
　〃　１−１０−４大堀耕平●２２ 
　〃　１−１１−６庭田雅一●２３ 
　〃　２−３−１３高橋金一●２４ 
　〃　２−４−６高橋健三郎●２５ 
緑　町１−４−２８鴨下公夫●２６ 

緑　

町

　〃　１−６−３９鴨下幸男●２７ 
中　町２−２２鴨下正男●２８ 
緑　町２−１１−１９鴨下輝秋●２９ 
　〃　３−１−２７小山茂●３０ 
　〃　４−１８−２０小山定男●３１ 
　〃　５−９−１９大久保雅弘●３２ 
　〃　５−２０−９大久保哲郎●３３ 
中　町１−５鴨下雅一●３４ 

中
山
谷

　〃　１−９−３０渡辺勇●３５ 
　〃　２−１０−１４鴨下常次●３６ 
　〃　２−１５−４０渡辺正明●３７ 
　〃　２−１６−１０鈴木文隆●３８ 

販売場所農業者名番号地区
前原町３−２６鈴木功●３９ 

前原町
前原町４−２２−１１鴨下重雄●４０ 
　〃　４−１２−１５鴨下永孝●４１ 本　

町
　〃　５−２５−２４鴨下佳子●４２ 
　〃　５−３８−６中川徳三郎●４３ 
桜　町１−４−１９鴨下隆次●４４ 桜　

町
関野町２−５横山喜代司●４５ 
緑　町３−９横山義衛●４６ 
貫井北町１−１０高杉賢一●４７ 坂

上
南

　　〃　　１−２４水村敏行●４８ 
　　〃　　５−１３−３１岸野兼久●４９ 
　　〃　　３−３０本橋隆●５０ 

坂
上
北

　　〃　　３−３２高橋俊章●５１ 
　　〃　　３−３９鈴木盛雄●５２ 
　　〃　　３−４０高橋博●５３ ・●５４ 
貫井南町１−１８−１８鈴木喜幸●５５ 貫

井
坂
下 　　〃　　２−１−５大澤利雄●５６ 

※　農業者名は敬称略

行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
３
地
点
で
テ
ト

ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
（
※
）
が
環

境
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
の
地
点
で
は
、
環

境
基
準
値
を
超
え
る
調
査
項
目
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

※　

ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
溶

剤
、
金
属
製
品
洗
浄
用
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
野
川
の
水
質
】

　

野
川
の
水
質
調
査
は
、
市
内
最

下
流
の
柳
橋
で
、
平
成　

年
６
月

２６

と　

月
に
環
境
基
準
値
が
定
め
ら

１１
れ
て
い
る
生
活
環
境
項
目
と
健
康

項
目
に
つ
い
て
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

調
査
結
果
は
、
い
ず
れ
も
基
準

値
以
下
で
し
た
。

【 
湧 
水
の
水
質
と 

ゆ
う水

生
生
物
】

　

貫
井
神
社
、
滄
浪
泉
園
、
美
術

の
森
緑
地
の
３
地
点
で
平
成　

年
２６

６
月
と　

月
に
湧
水
の
水
質
と
水

１２

生
生
物
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
環
境
基
準
値
以

下
で
し
た
が
、
硝
酸
性
窒
素
が
や

や
高
い
レ
ベ
ル
で
存
在
し
て
い
ま

し
た
。

　

水
生
生
物
の
調
査
結
果
は
、
各

地
点
で
ミ
ズ
ム
シ
、
シ
マ
イ
シ
ビ

ル
、
ミ
ミ
ズ
類
な
ど
の
汚
い
水
の

指
標
種
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

一
方
で
、
サ
ワ
ガ
ニ
、
ム
ナ
グ
ロ

ナ
ガ
レ
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
、
き
れ
い

な
水
の
指
標
種
も
確
認
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
良
好
な
水

質
が
保
た
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

 !
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&
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問
合
先　

環
境
政
策
課
環
境
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
１
７
）

０４２

３８７

　

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
環
境
政

策
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
４

階
）
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
同

６
階
）
、
図
書
館
本
館
、
議
会
図

書
室
（
市
役
所
本
庁
舎
４
階
）
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

 　

五
日
市
街
道
、
小
金
井
街
道
、

連
雀
通
り
、
新
小
金
井
街
道
、
東

八
道
路
で
平
成　

年　

月
に
測
定

２６

１０

し
ま
し
た
。
（
表
１
）

【
騒　

音
】

　

昼
夜
の
各
時
間
帯
で
測
定
し
ま

し
た
。
夜
間
に
環
境
基
準
を
超
過

し
た
地
点
が
２
か
所
あ
り
ま
し
た

が
、
要
請
限
度
を
超
過
し
た
地
点

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
権
限
移
譲
に
伴
い
、
平

成　

年
度
よ
り
自
動
車
騒
音
常
時

２４
監
視
調
査
を
始
め
て
い
ま
す
。
平

成　

年
度
は
、
東
八
道
路
と
連
雀

２６
通
り
の
一
部
で
面
的
評
価
を
行
い

ま
し
た
。

【
振　

動
】

　

昼
夜
の
各
時
間
帯
で
、
要
請
限

度
以
下
で
し
た
。

 　

市
内
の
大
気
汚
染
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、
浮
遊
粒
子
状
物
質

お
よ
び
二
酸
化
窒
素
濃
度
を
２
月

に
３
日
間
測
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
調

査
も
夏
期
、
冬
期
に
実
施
し
ま
し

た
。

【
浮
遊
粒
子
状
物
質
】

　

２
か
所
で
３
日
間
測
定
し
、
い

ず
れ
も
環
境
基
準
値
以
下
で
し

道
路
交
通
騒
音
振
動

測
定
結
果

大
気
汚
染
状
況
測
定

結
果

た
。

　

３
日
間
平
均
値
は
、
武
蔵
小
金

井
駅
前
交
番
が
０
・
０
２
１
㎎
／

㎥
、
新
小
金
井
交
番
が
０
・
０
１

９
㎎
／
㎥
で
し
た
。

※　

環
境
基
準
値
は
１
時
間
値
の

１
日
平
均
値
が
０
・
１
㎎
／
㎥

以
下
で
す
。

【
住
宅
地
域
の 

二
酸
化
窒
素
濃
度
】

　

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ッ
ジ
に
よ
る　
３１

か
所
の
３
日
間
連
続
測
定
平
均
値

は
、
０
・
０
２
０　

で
、
す
べ
て

ppm

の
地
点
で
環
境
基
準
値
以
下
で
し

た
。

※　

環
境
基
準
値
は
１
時
間
値
の

１
日
平
均
値
０
・
０
６　

以
下

ppm

で
す
。

【
交
差
点
・
沿
道
地
域
の 

二
酸
化
窒
素
濃
度
】

　

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ッ
ジ
に
よ
る　
１９

か
所
の
３
日
間
連
続
測
定
平
均
値

は
０
・
０
２
７　

で
、
す
べ
て
の

ppm

地
点
で
環
境
基
準
値
以
下
で
し

た
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
】

　

平
成　

年
８
月　

日
～　

日
お

２６

２１

２２

よ
び
平
成　

年
２
月
９
日
～　

日

２７

１０

に
各　

時
間
測
定
を
実
施
し
ま
し

２４

た
。

　

そ
の
結
果
、
夏
期
・
冬
期
と
も

環
境
基
準
値
以
下
で
し
た
。
（
表

２
）
 【

井
戸
水
・
有
機
塩
素
系
化

合
物
】

　

有
機
塩
素
系
化
合
物
３
項
目
の

調
査
を
井
戸
水　

地
点
で
年
４
回

１４

水
質
の
調
査
結
果

表１　道路交通騒音・振動測定結果
振動（dB）騒音（dB）

測定結果要請限度測定結果要請限度環境基準
夜間昼間夜間昼間夜間昼間夜間昼間夜間昼間
４５５０

６０６５

６６６９

７０７５６５７０

五日市街道
４４４９６７６９小金井街道
４４４９６０６４連雀通り
４０４２６４６７新小金井街道
３６４２６２６６東八道路

※　環境基準：人の健康の保護に資するうえで維持されることが望ましい値
※　要請限度：道路管理者に対し、舗装や修繕の措置を要請する値

表２　ダイオキシン類調査結果（環境基準値：0.6pg−TEQ／㎥）
平成２７年２月９日〜１０日平成２６年８月２１日〜２２日調査地点
０.０１８pg−TEQ／㎥０.０１９pg−TEQ／㎥東センター
０.０１５pg−TEQ／㎥０.０２０pg−TEQ／㎥保健センター
０.０１７pg−TEQ／㎥０.０２０pg−TEQ／㎥平均値

０.０１９pg−TEQ／㎥平成２６年度平均値
※　pg（ピコグラム）＝１兆分の１グラム
※　TEQ（ティーイーキュー）＝毒性等量（Toxic Equivalents）の略で、ダイオキシン類
の量を、最も毒性の強い２，３，７，８−四塩化ジベンゾ−パラ−ジオキシンの毒性に
換算した値

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環
境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結結

平
成　

年
度
環
境
調
査
結
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６２６

平
成

年
度
環
境
調
査
結

平
成　

年
度
環
境
調
査
結
果果

２６２６
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〈ボランティアスタッフ 
募集〉

内　容　ポスターのデザイン
作成および掲示作業、会場設
営など
対　象　市内在住・在勤・在
学の方
申　込　７月３１日までに、電
話またはファクスで住所・氏
名・年齢・電話番号を自立生
活支援課障害福祉係へ。

〈イベント企画アイデア 
募集〉

　１２月６日（日）に小金井　
宮地楽器ホール（小金井市民
交流センター）小ホールで開

催されるイベントの企画アイ
デアを募集します。応募方法
等詳しくはお問い合わせくだ
さい。
募集内容　障がいに理解を深
めることをテーマとしたイベ
ントの企画アイデア
応募期限　７月３１日（金）
その他　企画アイデアが採用
された方は、障害者週間実行
委員会で詳細を説明してもら
う場合があります。

害害◇共　通◇害害
主　催　障害者週間実行委員
会
問合先　自立生活支援課障害
福祉係（☎０４２−３８７−９８４８ 
０４２−３８４−２５２４）

FAX

%
%

%
%
%
%

　６５歳以上の要支援・要介護
認定を受けていない方に、健
康づくりやもの忘れ予防に役
立つ情報のご案内や相談を行
います。（１人３０分程度）

とき・ところ等　下表のとお
り
申　込　６月１日から、電話
で各地域包括支援センター
へ。

ところ・申込先と　き対象地域

小金井みなみ地域包括
支援センター
（☎０４２−３８８−８４００）

６／８（月）
１０：００〜１２：００

本町６丁目、前原
町、貫井南町

小金井ひがし地域包括
支援センター
（☎０４２−３８６−６５１４）

　／１８（木）
１３：３０〜１５：００

東町、中町、本町
１丁目

介護予防相談会
　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
等
か
ら
、
無
料
で
認

知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
、
必
要

に
応
じ
て
相
談
窓
口
を
紹
介
で
き

る
サ
イ
ト
「
こ
れ
っ
て
認
知
症

？
」
、
「
わ
た
し
も
認
知
症
？
」

を
開
設
し
ま
し
た
。　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ア
ク

セ
ス
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
チ
ェ
ッ
ク
は
医
学

的
判
断
を
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
結
果
に
か
か
わ
ら
ず
心
配

な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
早

め
に
専
門
家
へ
の
相
談
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
信
料
は
利
用
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp
://fish

b
o
w
lin
d
e
x.n
e
t
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問
合
先　

介
護
福
祉
課
包
括
支
援

係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　

６
月
１
日
か
ら
、
認
知
症
に
関

す
る
医
療
と
介
護
の
連
携
を
強
化

し
、
専
門
的
な
対
応
を
図
る
た

め
、
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
各
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
た
認
知
症

地
域
支
援
推
進
員
と
市
医
師
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
認
知
症
の
診
断
が

で
き
る
訪
問
担
当
医
が
、
認
知
症

携帯サイト用
QRコード

認
知
症
初
期
集
中
支
援

チ
ー
ム
事
業
を
開
始

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
し
て
連

携
協
力
し
て
、
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
も
の
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
が

困
難
な
ケ
ー
ス
を
適
切
な
医
療
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
等
の
取

り
組
み
を
行
う
も
の
で
す
。

問
合
先　

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
、
介
護
福
祉
課
包
括
支
援
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
４
５
）

０４２

３８７

 　

認
知
症
に
つ
い
て
の
簡
単
な
学

び
と
予
防
の
実
践
例
を
紹
介
し
ま

す
。

と　

き　

６
月　

日
（
金
）
午
後

１２

２
時
～
３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー

対　

象　

市
内
在
住
の　

歳
以
上

６５

の
方
で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
方

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
小
金
井
き
た
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
☎　

儿　

儿
２
４
４
０
）

０４２

３８８

へ
。

 　

作
業
療
法
士
の
指
導
の
も
と
、

転
倒
予
防
体
操
や
筋
力
向
上
、
脳

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
メ
ニ
ュ

ー
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

７
月
１
日
～
９
月　

日
３０

の
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時　

分
～

３０

３
時　

分
３０

と
こ
ろ　

桜
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
桜
町
１
儿
９
儿

５
）

対　

象　

市
内
在
住
で　

歳
以
上

６５

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
な
い
方
（
市
で
実
施
す
る
他

の
介
護
予
防
体
操
教
室
等
の
参
加

者
を
除
く
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１５

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
０

０４２

３８１

０
０
６
）
へ
。

介
護
予
防
キ
ャ
ラ
バ
ン

脳
ト
レ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

儿
認
知
症
と
は
？

さ
く
ら
健
康
ク
ラ
ブ

７
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

 　

受
験
・
申
込
方
法
等
、
詳
し
く

は
受
験
要
項
で
お
確
か
め
く
だ
さ

い
。

配
布
・
申
込
期
間　

６
月
１
日

（
月
）
～
７
月
８
日
（
水
）

配
布
場
所　

介
護
福
祉
課
（
市
役

所
第
二
庁
舎
２
階
）

試
験
日　
　

月　

日
（
日
）

１０

１１

問
合
先　

（
公
財
）
東
京
都
福
祉

保
健
財
団
（
☎　

儿
３
３
４
４
儿

０３

８
５
１
２
）
、
市
介
護
福
祉
課
包

括
支
援
係
（
☎　

儿　

儿
９
８
４

０４２

３８７

５
）

 　

住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
を
対

象
に
、
申
請
に
よ
り
、
軽
減
措
置

が
受
け
ら
れ
る
認
定
証
を
交
付
し

て
い
ま
す
。

　
「
訪
問
介
護
等
利
用
者
負
担
助

成
認
定
証
」
で
は
、
介
護
予
防
訪

問
介
護
、
訪
問
介
護
、
夜
間
対
応

型
訪
問
介
護
を
利
用
す
る
際
に
、

利
用
者
負
担
を　

％
か
ら
６
％
に

１０

軽
減
し
ま
す
。

　

現
在
、
認
定
証
を
お
持
ち
の
方

は
、
６
月　

日
（
火
）
で
有
効
期

３０

間
が
終
了
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
類
を

郵
送
し
ま
し
た
の
で
、
６
月　

日
１０

（
水
）
ま
で
に
、
介
護
福
祉
課
で

更
新
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
が
届
か
な
い
方
は
、
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
認
定
証
を
お
持
ち
で
な

い
住
民
税
世
帯
非
課
税
の
方
が
、

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
訪
問
介

護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
を
利

用
す
る
場
合
は
、
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

介
護
福
祉
課
介
護
保
険

係
（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
２
２
）

３８７ 東
京
都
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）

実
務
研
修
受
講
試
験
受
験

要
項
を
配
布

介
護
保
険
軽
減
認
定
証
の

更
新
手
続
は
お
済
み
で
す
か

 　

市
で
は
、
救
急
時
や
災
害
時
に

活
用
で
き
る
「
救
急
医
療
災
害
支

援
情
報
キ
ッ
ト
」
を
給
付
し
て
い

ま
す
。

　

同
キ
ッ
ト
は
、
救
急
時
や
災
害

時
に
備
え
て
、
か
か
り
つ
け
医
、

持
病
、
服
薬
状
況
、
緊
急
連
絡
先
、

障
が
い
の
程
度
、
支
援
上
の
留
意

点
な
ど
を
記
入
し
た
情
報
シ
ー
ト

や
保
険
証
の
写
し
な
ど
を
入
れ
て

保
管
し
て
お
く
容
器
で
す
。

　

迅
速
な
救
急
、
救
命
活
動
を
行

う
た
め
の
重
要
な
手
助
け
に
な
る

と
と
も
に
、
災
害
時
に
適
切
な
支

援
を
得
る
た
め
の
情
報
伝
達
用
具

と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
対　

象　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
在
宅
の
方
お
よ
び
そ
れ
に
準

ず
る
方　

▽　

歳
以
上
の
ひ
と
り

７５

暮
ら
し
の
方
お
よ
び　

歳
以
上
の

７５

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
等
で
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
行
う
高

齢
者
地
域
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

登
録
し
て
い
る
方　

▽
身
体
障
害

者
手
帳
１
・
２
級
の
方　

▽
愛
の

手
帳
１
・
２
度
の
方　

▽
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の

方　

▽
難
病
者
福
祉
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方

申
請
方
法　

直
接
、
地
域
福
祉
課

（
市
役
所
第
二
庁
舎
２
階
。
午
前

８
時　

分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

３０

５
時
）
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉

会
館
、
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
、
本
町
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
、
精
神
障
害
者
地
域
生
活
支
援

救
急
医
療
災
害
支
援
情
報

キ
ッ
ト
の
ご
活
用
を

セ
ン
タ
ー
そ
ら
へ
。

※　

代
理
の
方
の
申
請
も
可
能
で

す
。

問
合
先　

地
域
福
祉
課
地
域
福
祉

係
（
☎　

儿　

儿
９
９
１
５
）

０４２

３８７

 　

原
子
爆
弾
被
爆
者
で
被
爆
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
に
、
見
舞
金
を

支
給
し
ま
す
。

　

対
象
の
方
に
は
、
申
請
書
を
６

月
中
旬
ご
ろ
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
届
か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

支
給
要
件　

平
成　

年
６
月
１
日

２７

現
在
、
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

支
給
額　

１
万
２
千
円

支
給
方
法　

７
月
中
旬
に
、
指
定

口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
受
付
期
間　

６
月　

日
２２

（
月
）
～　

日
（
火
）
の
午
前
８

３０

時　

分
～
午
後
５
時
（
土
曜
・
日

３０
曜
日
を
除
く
）

必
要
書
類
等　

申
請
書
、
被
爆
者

手
帳
、
印
鑑
、
銀
行
等
口
座
番
号

の
分
か
る
も
の
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
、
振
込
用
口
座
が
必
要
と
な
り

ま
す
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
見
舞
金
を

支
給

そ
の
他　

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま

す
。
記
入
漏
れ
、
押
印
漏
れ
の
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
・
問
合
先　

健
康
課
健
康
係

（
☎　

儿　

儿
１
２
４
０
）

０４２

３２１

 　

福
祉
関
連
施
設
等
で
さ
ま
ざ
ま

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
。

と　

き

▽　

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
＝
①
６
月

　

日
（
金
）
午
後
６
時　

分
～

１９

３０

８
時
②　

日
（
土
）
午
後
１
時

２０

　

分
～
３
時
③　

日
（
土
）
午

３０

２０

後
３
時　

分
～
５
時
、
福
祉
会

３０

館
２
階
集
会
室
Ａ
・
Ｂ
で
。

（
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
①

②
は
お
お
む
ね　

歳
以
下
の

１８

方
、
③
は
お
お
む
ね　

歳
以
上

１８

の
方
が
対
象
で
す
）

▽　

体
験
期
間
＝
７
月　

日
１８

（
土
）
～
８
月　

日
（
水
）

２６

▽　

交
流
会
＝
８
月　

日
（
木
）

２７

午
前　

時
～
正
午
、
福
祉
会
館

１０

２
階
集
会
室
Ａ
・
Ｂ
で
。

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
校
４
年
生
以
上
の
方

２
０
１
５

夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

で
、
事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
で

き
、
体
験
期
間
中
原
則
３
日
間
以

上
活
動
で
き
る
方

参
加
費　
　

円
（
保
険
代
・
資
料

５００

代
等
）

申
込
方
法　

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス
に

参
加
後
、
６
月　

日
か
ら
、
電
話

２２

で
小
金
井
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民

活
動
セ
ン
タ
ー
へ
。

問
合
先　

同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿
０４２

　

儿
０
０
１
１
）

３８７
  

市
取
扱
分

◎
３
月
分

【
特
定
寄
附
】

◆
交
通
安
全
の
た
め
に

▽
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー　

枚
＝
東

８９０

京
小
金
井
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▽
下
敷
き　

枚
＝
東
京
都
ト
ラ
ッ

８８０

ク
協
会 善善

意意
のの

輪輪

平成２７年度障害者週間の
ボランティアスタッフと
イベントの企画アイデアを募集
　市では、毎年１２月３日～９日を障害者週間と定め、さまざま
な行事を開催しています。今年度実施する障害者週間にボラン
ティアスタッフや企画アイデアなどで参加しませんか。

「
こ
れ
っ
て

　
　
　

認
知
症
？
」、

「
わ
た
し
も

　
　
　

認
知
症
？
」

　
　
　
　
　

を
開
設

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
サ
イ
ト



27・6・19

健
康
課
健
康
係（
☎
042―

321―

１
２
４
０
）

東
京
都
・
母
と
子
の
健
康
相
談
室

受
付
時
間　

▽
平
日
＝
午
後
５
時
〜

　

時　

▽
休
日
（
土
曜
・
日
曜
・
祝

１０日
）
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

☎
＃
８
０
０
０
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿
５
２
８
５
儿
８
８
９
８

０３

　

時
間
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

２４▽
東
京
消
防
庁
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
＃
７
１
１
９
＝
プ
ッ
シ
ュ
回
線

の
固
定
電
話
、
携
帯
電
話

　

☎　

儿　

儿
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
東
京
都
保
健
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
・

　

医
療
機
関
案
内
ひ
ま
わ
り

　

☎　

儿
５
２
７
２
儿
０
３
０
３

０３

　

聴
覚
障
害
者
向
け
専
用 
　

儿
５

０３

２
８
５
儿
８
０
８
０

FAX

小
児
救
急（
３
６
５
日　

時
間
）

２４

▽
武
蔵
野
赤
十
字
病
院

　

武
蔵
野
市
境
南
町
１
儿　

儿
１

２６

　

☎
０
４
２
２
儿　

儿
３
１
１
１

３２

U
U

U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U
U

 
と
き
・
費
用
等　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
中
町
会
議
室
（
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
所
内
）

講　

師　

同
セ
ン
タ
ー
パ
ソ
コ
ン

班対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以
上
の

５５

方定　

員　

各
５
人
（
申
込
順
）

そ
の
他　

▽
希
望
者
が
２
人
以
下

の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
▽
希
望

者
が
定
員
を
超
え
た
コ
ー
ス
で

も
、
パ
ソ
コ
ン
持
ち
込
み
で
参
加

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

パ
ソ
コ
ン
教
室

シシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルル
ババババババババババ
ーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタ

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ーーーーーーーーーーー

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申　

込　

６
月
１
日
～
開
催
日
の

４
日
前
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
を

除
く
）
に
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
希
望
コ
ー
ス
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番

号
を
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿

０４２

３８３

６
１
４
１ 
　

儿　

儿
６
２
４

０４２

３８５

１
）
へ
。

FAX

費用（教材費含む）講習時間日　程講習名

５,３６０円９：００〜
１２：００

６／１８（木）、
２５（木）

Excelを使
って絵を描
く

５,３６０円１３：００〜
１６：００

７／８（水）、
１５（水）

Wordの表
現力をアッ
プする機能
を学ぶ

１,０３０円／時間
（教材費は別途
実費）

相談して決定します。
個人教室
訪問レッス
ン

月４,２００円１３：００〜
１６：００

毎月第２、４
週の２回（火
曜・木曜・土
曜・日曜日の
いずれか）

ＣｏＣｏサロ
ン（パソコ
ン趣味の講
座）

無　料１３：００〜
１５：００

毎週月曜日
（祝日を除く）相談室

※　パソコンはWindows7、Office2010を使用しますが、
詳細はご相談ください。

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　４０歳以上の方を対象にＢ型・Ｃ型肝炎ウイルス検診を
実施します。
　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに感染しても、症状を自覚で
きないことが多くあります。これらの肝炎ウイルスに感
染したことにより、肝硬変や肝がんへと進行していく可
能性があるため、検診を受けることをお勧めします。
と　き　６月１日（月）〜平成２８年３月３１日（木）

ところ　市内契約医療機関（下表）
対　象　▷昭和５０年４月１日〜５１年３月３１日に生まれた
方　▷４１歳以上で、今まで肝炎ウイルス検診を受診した
ことがない方　▷４１歳以上で、平成２７年度の健康診査等
で肝機能異常を指摘された方
実施方法　採血による検査
費　用　無料
申込方法　契約医療機関へ直接お問い合わせください。
問合先　健康課

電話番号医療機関名町　名
０４２２−３１−１２３１武蔵野中央病院

東 町

０４２２−３１−１２２０菊地脳神経外科・整形外科
０４２−３８４−０８４７松本内科医院
０４２−３８０−５５１０さいとう医院
０４２−３８１−３１２２篠田医院
０４２−３８２−１７１５うちやまクリニック
０４２−３８２−３８８８東小金井さくらクリニック
０４２−３８０−９０８０新こがねい呼吸器内科
０４２２−５６−８６３０東小金井クリニック

梶 野 町 ０４２−３８３−２０７８久滋医院
０４２２−５３−５６６６くろだ内科医院
０４２−３８５−２２７２大見医院
０４２−４０１−１８６０かわべ内科クリニック

緑 町 ０４２−３８４−５４２１待山医院
０４２−３８１−１４６２山﨑内科医院
０４２−３８３−３９６６伊東内科医院
０４２−３８６−３３８６石川クリニック

中 町 ０４２−３８１−２２１９宮本内科医院
０４２−３８１−８４３３小沢医院
０４２−３８１−１７０２前原診療所

前 原 町 ０４２−３８１−０９８７野村医院
０４２−３８４−３７７７クリニック西のくぼ

電話番号医療機関名町　名
０４２−３８１−１１１２和田クリニック

本 町

０４２−３８３−５５１１小金井太陽病院
０４２−３８１−２０８０佐藤クリニック
０４２−３８２−９１１１むさし小金井診療所
０４２−３８１−２６０６浅沼整形外科
０４２−３８３−２２３２丸茂医院
０４２−３８１−３３４６小松外科胃腸科
０４２−３８５−７１０１友利内科クリニック
０４２−３８４−１２１２清水医院
０４２−３８４−３４６１竹馬ビルクリニック
０４２−３８４−００８０武蔵小金井クリニック
０４２−３８４−３８８１加藤内科
０４２−４０１−６１５７ひらた循環器クリニック
０４２−３８３−５１１１共立診療所
０４２−３８６−３７３７小金井つるかめクリニック
０４２−３８３−４１１１桜町病院桜 町 ０４２−３８２−５１０１小金井橋さくらクリニック
０４２−３８６−７２８８くろだ内科クリニック貫井北町
０４２−３８１−６７６８若松医院貫井南町 ０４２−３８１−６６２７竹田内科クリニック

肝炎ウイルス検診
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お
お
む
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週
の

１６

２７
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妊
婦
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ー
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ー
（
妊
婦

１
人
で
の
参
加
も
可
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組
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込
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２４

妊
婦
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科
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診

両
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日
２
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ボ
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９
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９
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受
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１２

申　

込　
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１
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課
へ
。
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セ
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２
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士
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衛
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に
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講
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ど
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象　

お
お
む
ね
８
～　

か
月

１１

児
の
保
護
者

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１８

そ
の
他　

母
子
同
室
で
す
。
子
ど

も
連
れ
の
方
は
、
申
込
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
健
康
課
へ
。

小
金
井
市
の
在
宅
医
療 

に
つ
い
て

　

日
本
は
今
、
ま
す
ま
す
の
高

齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。

病
院
で
の
長
期
入
院
は
困
難
と

な
り
、
施
設
入
所
も
待
機
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
在
宅
で
介
護
・

医
療
を
受
け
る
方
は
増
え
て
い

き
ま
す
。

　

ご
家
族
が
認
知
症
を
発
症
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

認
知
症
に
は 
様  
 々
な
種
類
が

さ
ま 
ざ
ま

あ
り
、
原
因
に
よ
っ
て
進
行
の

速
さ
や
重
症
度
に
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が
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り
ま
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異
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ス
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流
し
た
り
す
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進
行
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。

　

初
め
て
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の
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況
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向
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合
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で

し
ょ
う
。

　

そ
の
時
は
ま
ず
、
市
の
介
護

福
祉
課
に
連
絡
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
い
と
思
い
ま
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。
き

た
、
み
な
み
、
ひ
が
し
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、

と
各
包
括
支
援
セ
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タ
ー
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り
ま
す
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で
、
不
安
や
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問
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あ
る
際
に
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ご
連
絡
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。

　

医
師
会
と
し
て
も
市
の
介
護

福
祉
課
や
各
施
設
の
ご
協
力
を

得
な
が
ら
様
々
な
職
種
の
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と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生

か
し
て
介
護
・
医
療
が
必
要
な

方
の
立
場
に
た
っ
た
サ
ポ
ー
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が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
き

ま
す
。

　

介
護
を
担
っ
て
い
る
ご
家
族

の
負
担
は
大
変
な
も
の
と
思
い

ま
す
の
で
無
理
を
せ
ず
公
的
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。
患
者
様
の
状
態
が
変
動
さ

れ
た
り
し
た
際
は
、
主
治
医
の

先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

小
金
井
市
医
師
会野

村　

正
世

６
月
は
食
育
月

６
月
は
食
育
月
間間
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●身近な川の一斉調査　６月７日（日）
午前９時３０分～正午／市役所本町暫定庁
舎第一会議室、野川、玉川上水ほか／誰
でもできる水質調査／無料（保険は各自
で加入）／当日直接同会議室へ。／気に
なる水の持ち込み可／小金井市環境市民
会議・倉（☎０４２－５６２－８８６３）
●小金井雑学大学　科学技術と社会のつ
ながり＝６月７日（日）、鈴木誠史さん
（サイエンスインストラクター）。算術
で自然災害の基本を理解しよう＝６月２１
日（日）、石田潤さん（理学博士）／い
ずれも午後２時～４時／市民会館・萌え
木ホールＡ会議室／１００円（資料代）／当
日直接会場へ。／田中（☎０８０－５６４５－
１４７７）
●第１３回クラブ・ユース・フォーラム
６月７日（日）午後２時～４時／前原暫
定集会施設Ａ会議室／中・高校生の論文
発表「オリンピック・パラリンピックに
思うこと」「オリンピック・パラリンピ
ックでのおもてなし」「世界の女児の問
題を考えよう－男女による教育の違いは
なぜ起こる」／無料／主催＝国際ソロプ
チミスト東京－小金井／当日直接会場
へ。／長坂（☎０９０－２５３２－７３４９）
●上條蓉芳個展－彫刻（木彫）・絵画（墨
の抽象）　 ６月１１日（木）～１４日（日）
午前１０時～午後６時／小金井　宮地楽器
ホール市民ギャラリー／無料／小金井市
文化連盟・秋元（☎０３－３９５９－８８４７）
●行政書士による相続・遺言等暮らしの
手続の無料相談会　６月１３日（土）午後
１時３０分～４時３０分／市民会館・萌え木
ホール／当日直接会場へ。／東京都行政
書士会多摩中央支部・片岡（☎０４２－３０６
－９４５０）
●市民公開講座－激動の世界情勢の中で
日本はどうあるべきか　６月１３日（土）
午後２時から／商工会館２階／講師は岩
上安身さん（コメンテーター）／７０人（当
日先着順）／無料／主催＝早稲田大学小
金井稲門会／藤森（☎０９０－６１９２－３９５７）
●職人の感謝デー　６月１４日（日）午前
１０時～午後２時３０分（雨天中止）／ＪＡ東
京むさし小金井支店北側駐車場（中町４
－１６－２２）／新築・増改築、耐震診断、
耐震改修工事のご相談、巣箱の木工教
室、包丁研ぎ／無料／当日直接会場へ。

／北多摩建設産業労働組合小金井分会・
齋藤（☎０９０－４９４２－１３５２、http://hokke 
nrou.com）
●みんなで歌おう青春歌の広場　６月１５
日（月）午後２時～４時／小金井　宮地
楽器ホール大ホール／ピアノ伴奏で日本
の抒情歌や世界の愛唱歌を歌います。／
伴奏＝清水智子／６００円／当日直接会場
へ。／杉本（☎０８０－１３２３－９９４０）
●第４０回漢方養生学講座－和食はおい
しい薬膳　６月１６日（火）午後１時３０分
～３時／市民会館・萌え木ホールＡ会議
室／梅雨から夏にかけて高まる湿気や暑
さに負けないための食事法や生活習慣を
学びます。／講師は小野満幹彦さん（薬
剤師）／３０人（申込順）／５００円／６月１
日から、電話でＮＰＯ法人東西予防医学
研究所事務局（☎０４２－３８６－８１６６）へ。
●マロン水彩会第８回水彩画展　６月１７
日（水）～２２日（月）午前１０時～午後６
時（１７日は午後２時から、２２日は午後４
時まで）／小金井　宮地楽器ホール市民
ギャラリー／会員の静物、風景などの水
彩画を展示／遠藤（☎０４２－３８３－９６６８）
●イブニングセミナー「掃除に学ぶ」　
６月２３日（火）午後６時３０分開演（６時
１５分開場）／小金井　宮地楽器ホール小
ホール／講演会＝掃除でなぜ会社が変わ
り、発展するのか？／講師は鍵山秀三郎
さん（環境美化団体相談役）／市内在
住・在勤・在学の方／１５０人／２,０００円／
申し込みは、小金井市倫理法人会・高木
（☎０４２－３８７－５５５５）へ。
●江戸糸あやつり人形結城座人形遣い入
門塾（文化庁委託事業）　 ６月２７日～平
成２８年１月中旬の原則月曜・水曜・土曜
日／結城座稽古場（貫井北町３－１８－
２）／３８０年の歴史ある江戸糸あやつり人
形を基礎から伝授／１６歳以上で人形に興
味がある方、プロをめざす方／１０万円／
説明会＝６月１２日（金）、２１日（日）／
申し込みは、電話で（公財）江戸糸あや
つり人形結城座（☎０４２－３２２－９７５０）へ。
●きしゃぽっぽの会学習会「親の出来る
ことってなーに？」－ひきこもる子によ
りそって　６月２８日（日）午後２時～４
時３０分（１時３０分受け付け）／公民館本
館／お子さんのことをひとりで悩まず一
緒に考えましょう。／講師は西野博之さ
ん（フリースペースたまりば理事長）／
１,０００円／当日直接会場へ。／きしゃぽっ
ぽの会（不登校・ひきこもりを考える小

掲載を希望する方は、広報秘書課（☎042ｰ387ｰ9803FAX042ｰ387ｰ
1224）へ。紙面に余裕のあるときに掲載しますので、載らない場
合があります。また、掲載の可否についての連絡はしません。
（締切は、１日号＝前月４日、15日号＝前月19日。４日・19日が
土曜・日曜日の場合はその前の金曜日、祝日の場合は前日）

掲載を希望する団体は、後援申請を行った担当
課に記載方法・締切日などを確認してください。

金井の会）／小川（☎０９０－６６５５－４１２３）
 

●第４０回体育協会法人化記念レディー
スゲートボール大会　６月５日（金）午
前８時３０分～午後５時（予備日＝１２日）
／上水公園運動施設グラウンド／市内在
住・在勤・在学の女性／５０人（申込順）
／５００円／１コート４チームのリンク戦
を午前・午後に行い、各チームの成績に
より順位を決定／６月１日～４日に、電
話で市ゲートボール協会・鵜沢（☎０４２２
－３１－０５３１）へ。
●小学生陸上教室　６月３０日～９月８日
の火曜日午後４時１５分～５時３０分／上水
公園運動施設グラウンド／伊藤友広さん
（元・五輪選手）／小学生／４０人（多数
抽選）／９,０００円（９回分）／６月１５日
（必着）までに、往復はがきに住所・氏
名（ふりがな）・電話番号・学校名・学
年・性別・保護者氏名を明記し、黄金井

倶楽部「○陸 係」（〒１８４－０００５桜町２－
２－３１☎０４２－４０６－２２８０）へ。
●第９７回市バドミントン大会　一般＝
７月１９日（日）、中・高校生＝２４日（金）、
いずれも午前９時３０分から／総合体育館
／１人２種目まで／１種目１,５００円（中
学生５００円、高校生１,０００円）／７月１日
までに、直接またはファクスで申込用紙
（総合体育館で配布）を体育協会「バド
係」（総合体育館内 ０４２－３８４－４００３）
へ。／市バドミントン連盟・佐々木（☎
０９０－４０２４－１７５９）
●ジュニアバドミントン教室　７月２７日
（月）～３０日（木）午前９時から（全４
回）／市内在住・在学の中学校１・２年
生で全日程参加できる方／無料／都ジュ
ニア地域推進事業／７月１日～１５日に、
ファクスで住所・氏名・電話番号・学校
名・学年を明記し、体育協会「ジュニア
バド教室係」（ ０４２－３８４－４００３）へ。
／市バドミントン連盟・善如寺（☎０９０
－７２４５－７１１３）

FAX

FAX

 

■危険物安全週間　６月７日（日）～１３
日（土）は危険物安全週間です。小金井
消防署では、身の回りの危険物の取り扱
いや、消火器の使い方、応急手当などに
ついての講習会を行います。／６月９日
（火）午後２時から／小金井消防署／申
し込みは、電話または直接、同署（☎０４２

－３８４－０１１９）へ。
■６月は浸水対策強化月間　東京都で
は、６月を「浸水対策強化月間」と定め、
下水道施設の安全性の確保と都民の皆さ
んの防災意識の向上を図る取り組みを行
います。また、東京の雨の情報が分かる
降雨情報システム「東京アメッシュ」
（http://tokyo-ame.jwa.or.jp/)もご利用
ください。／東京都下水道局流域下水道
本部（☎０４２－５２７－４８２８）

●ゆかたの着付・ワンポイントレッスン
６月９日（火）午後２時～３時３０分／上
之原会館／浴衣や和の文化に触れてみま
せんか。／無料／申し込みは、紅花の
会・有川（☎０８０－１０６３－８１７２）へ。
●武蔵野赤十字病院市民公開講座・肝臓
病を克服する　６月１４日（日）午後２時～
４時／武蔵野公会堂（武蔵野市吉祥寺南
町１－６－２２）／泉並木（同病院副院長）
ほか／無料／６月７日までに、ファクス
で講座名・住所・氏名・年齢・性別・電

話番号・あれば質問を同病院肝疾患相談
センター（☎ ＝０４２２－３２－３１３５）へ。
●歌声サロン「うたごえエバリー」　 ６
月１５日（月）午前１０時１５分～１１時１５分
（１０時受付開始）／小金井　宮地楽器ホ
ール小ホール／バイオリン・ピアノ・ク
ラリネットによる生演奏で懐かしい歌謡
曲や唱歌などの名曲を歌って楽しんでく
ださい。／１,０００円／申し込みは、Ｅｖｅｒ
ｌｙチケット受付（☎０４２－３８５－４８４４）
へ。

FAX

 

◆カラオケ・野川会　原則第１・３月曜
日午後７時から公民館東分館で。一緒に
楽しみませんか。講師は沖たかしさん。
初心者歓迎。見学自由。連絡は渡辺（☎
０４２－３８４－３３１６）へ。
◆ハーブ小金井　原則第３水曜日午前１０
時～正午、公民館本町分館で。実践的な
アロマテラピーとハーブの使い方を一緒
に勉強しませんか。講師は青木和美さ
ん。連絡は平山（☎０９０－２４９２－７７５１）へ。
◆太極拳・小金井游氣会　原則毎週火曜
日午後７時から第一小学校体育館で。や
さしい指導で楽しく体質改善をしましょ
う。見学はいつでもお気軽にどうぞ。連
絡は細田（☎０９０－３５４９－７１９５）へ。
◆フォークダンス・さくらんぼ　原則毎
週月曜日午前１０時～正午、公民館本町分
館で。民族舞踊を一緒に楽しみましょ
う。初心者歓迎。連絡は本木（☎０４２－
３０４－９３００＝午後６時～８時）へ。
◆池坊・いけ花の会　原則第２・４火曜
日午後１時～７時の都合の良い時間、公
民館本町分館で。講師は宮澤香蓉さん。

掲載を希望する団体は、公民館各館へ｡
開催日・場所等の詳細は、各団体へ｡

小学生以上。初心者歓迎。連絡は田中
（☎０４２－３８７－２２７０）へ。
◆少林柔術拳法　原則土曜日午後６時か
ら本町小学校体育館で。ストレッチ健康
護身術と武道。中高年対象。見学歓迎。
連絡は宮田（☎０８０－５０１３－６７２３）へ。
◆ウォーターエクササイズ・コスモス会
原則火曜日午後３時～４時３０分、栗山公
園健康運動センターで。水中で楽しく音
楽に合わせてエクササイズしましょう。
連絡は高木（☎０８０－６６４６－１３４１）へ。
◆民謡友の会　原則第２・３・４月曜日
午後１時～５時、福祉会館で。初心者歓
迎。三味線、尺八の演奏ボランティアも
募集中。月５００円。連絡は渡辺（☎０４２－
３８２－８０８８）へ。
◆英会話サークル・グリーン中級　原則
第１・２・３土曜日午後６時から公民館
緑分館で。英会話のレッスンを行ってい
ます。講師はスミスさん。無料体験あ
り。連絡は三輪（☎０４２２－３１－２８６０）へ。
◆水中エクササイズ・さつき会　毎週金
曜日午後３時から栗山公園健康運動セン
ターで。筋力アップと転倒予防に。初心
者歓迎。体験もできます。連絡は布目
（☎０４２－３８５－８６５０）へ。

このコーナーでは、市民グループなどの催し物等を紹介します。事業の実施内容に
市および教育委員会は携わっていませんので、ご不明な点は、主催者にお問い合わ
せください。（掲載内容についての責任は主催者側に負っていただきます）

　都立小金井公園を中
心に多摩・武蔵野を歩
く第２０回ウオーキン
グフェスタ東京が、５
月２日、３日に開催さ
れました。
　好天に恵まれ、２日
間で延べ７,５５９人の参
加者がウオーキングを
楽しみました。

第20回ウオーキングフェス第20回ウオーキングフェスタタ
東京が開催されまし東京が開催されましたた
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陶
磁
器
（
せ
と
も
の
）
で
割
れ

た
り
、
不
要
に
な
っ
た
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

※　

搬
入
量
は
１
人
に
つ
き
、
自

転
車
に
積
め
る
程
度
ま
で
。

対　

象　

市
内
在
住
の
方
（
業
者

不
可
）

回
収
で
き
な
い
も
の　

洗
浄
さ
れ

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー

お
も
ち
ゃ
の
病
院
と

食
器
リ
サ
イ
ク
ル

て
い
な
い
食
器
、
土
鍋
、
素
焼
き

の
食
器
、
ボ
ー
ン
チ
ャ
イ
ナ
、
ガ

ラ
ス
、
強
化
ガ
ラ
ス
食
器
、
手
作

り
品
、
花
び
ん
、
灰
皿
等

主　

催　

市
消
費
者
団
体
連
絡
協

議
会

問
合
先　

経
済
課
消
費
生
活
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
１
）

０４２

３８７

  
コ
ー
ス
・
と
き

▽　

ま
る
一
日
身
近
な
場
面
の
英

語
表
現
＝
７
月
１
日
～　

日
の

２９

毎
週
水
曜
日

▽　

海
外
旅
行
を
さ
ら
に
楽
し
く

！
＝
８
月
１
日
～　

日
の
毎
週

２９

土
曜
日

▽　

旅
行
英
会
話
＝　

月
７
日
～

１０

　

月
４
日
の
毎
週
水
曜
日

１１
※　

い
ず
れ
も
午
前　

時
～　

時

１０

１１

　

分
。
全
５
回

３０
と
こ
ろ　

同
セ
ン
タ
ー
本
町
作
業

所
（
本
町
６
儿
５
儿　

）
１６

定　

員　

各
コ
ー
ス
８
人
（
申
込

順
）

費　

用　

各
コ
ー
ス
５
千　

円
３００

そ
の
他　

申
し
込
み
が
５
人
に
満

た
な
い
ク
ラ
ス
は
、
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
電
話

で
同
セ
ン
タ
ー
（
☎　

儿　

儿
６

０４２

３８３

１
４
１
）
へ
。

  
と　

き　

６
月　

日
（
土
）
午
前

２０

　

時
～
正
午

１０と
こ
ろ　

東
小
学
校
図
工
室

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

英
会
話
教
室

５
日
間
コ
ー
ス

子

ど

も

放
課
後
子
ど
も
教
室

ふ
く
ろ
う
の
工
作
教
室

ぱ
た
ぱ
た
め
く
り

学
び
・
く
ら
し

　「世界を変えるためにはどうすればいい？」
という小学校の宿題に、「いいことをされた
ら別の３人にいいことをする。その３人がま
た別の３人にいいことをすればいい」という、
「恩返し」ならぬ「恩送り」の概念を提示し
た少年の物語。
と　き　６月２０日（土）午前１０時３０分から
（吹替）、午後３時３０分から（字幕）
※　いずれも３０分前開場
ところ　公民館貫井北分館学習室Ａ・Ｂ
定　員　各回７０人（当日先着順）
問合先　公民館本館（☎０４２−３８３−１１８４）

「ペイ・フォワード」
第502回市民映画会

（2000年・ミミ・レダー監督・123分）

〈
文
学
散
歩 

小
金
井
の
は
け
を 

歩
く
〉

　

戦
後
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

「
武
蔵
野
夫
人
」
や
ア
ニ
メ
の

舞
台
と
な
っ
た
場
所
を
ご
案
内

し
ま
す
。
（
約
２
・
５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

小
金
井
神
社
、
は
け
の
小
径
、

美
術
の
森
緑
地
、
水
田
跡
の
碑

（
都
立
武
蔵
野
公
園
）
な
ど

們
們
◇
共　

通
◇
們
們

対　

象　
　

人
以
上
の
グ
ル
ー

１０

プ費　

用　

１
人
に
つ
き　

円
１００

（
資
料
代
。
滄
浪
泉
園
の
み
別

途
入
園
料
が
か
か
り
ま
す
）

申　

込　

実
施
日
の
１
か
月
前

ま
で
に
、
直
接
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
観
光

協
会
（
本
町
６
儿
５
儿
３
シ
ャ

ト
ー
小
金
井
１
階
☎　

儿　

儿

０４２

３１６

３
９
８
０ 
　

儿　

儿
３
９
８

０４２

３１６

１
死in

fo
@
k
o
g
a
n
ei-k
a
n
k

o
.jp

）
へ
。 FAX

　

観
光
協
会
で
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
り　

人
１０

以
上
の
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
し

た
ま
ち
な
か
観
光
案
内
を
年
間

を
通
じ
て
実
施
し
て
い
る
ほ

か
、
個
別
に
イ
ベ
ン
ト
も
随
時

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
金
井
市
の
大
き
な
魅
力
で

あ
る
「
水
・
桜
・
緑
」
を
３
つ

の
コ
ー
ス
に
盛
り
込
み
ま
し
た

（
各
コ
ー
ス
と
も
約
２
時

間
）
。
四
季
折
々
の
小
金
井
市

の
ま
ち
な
か
を
、
ぜ
ひ
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

〈
野
川
と 
湧 
水
め
ぐ
り
〉

ゆ
う

　

湧
水
を
集
め
て
流
れ
る
野

川
、
東
京
の
オ
ア
シ
ス
と
も
い

え
る
場
所
を
ご
案
内
し
ま
す
。

（
約
４
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

滄
浪
泉
園
、
は
け
う
え
遺
跡
、

貫
井
神
社
、
湧
水
の
道
、
野
川

な
ど

 
〈
玉
川
上
水
と
江
戸
の 

歴
史
を
探
る
〉

　

玉
川
上
水
完
成
後
、
新
田
開

発
に
よ
り
武
蔵
野
の
地
が
大
き

く
変
貌
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
歴
史

も
ご
案
内
し
ま
す
。
（
約
３
・

５
㌔
㍍
）

コ
ー
ス　
　

武
蔵
小
金
井
駅
、

ＪＲ

山
王
稲
穂
神
社
、
玉
川
上
水
、

桜
町
遊
歩
道
、
都
立
小
金
井
公

園
な
ど

 

ボランティボランティアア
ガイドガイドがが
ごご案内案内しましますす

まちなか観光案内

6月20日に
こがねいてくてく歴史散歩
「玉川上水と江戸の
歴史を探る」を実施

集散時間・場所　６月２０日（土）午前１０時小金
井　宮地楽器ホール（小金井市民交流センタ
ー）北側入口前集合～正午江戸東京たてもの園
前（都立小金井公園内）
解散（雨天中止）
定　員　２０人（申込順）
参加費　１００円（資料代）
申　込　６月２日～１５日
に、電話で観光協会（☎
０４２−３１６−３９８０）へ。

講　

師　

ふ
く
ろ
う
の
会
学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー

対　

象　

小
学
校
３
年
生
～
中
学

生
（
小
学
校
３
年
生
は
保
護
者
の

送
迎
が
必
要
で
す
）

定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

申　

込　

６
月
１
日
か
ら
、
生
涯

学
習
課
生
涯
学
習
係
（
☎　

儿　
０４２

３８７

儿
９
８
７
９
）
へ
。

 
と　

き　

６
月　

日
、　

日
、　

１３

２０

２７

日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
午
前　

時
１０

　

分
か
ら
（　

～　

分
程
度
）

３０

３０

４０

と
こ
ろ　

図
書
館
貫
井
北
分
室
お

お
は
な
し
会

話
し
室

対　

象　

４
歳
～
小
学
校
２
年
生

程
度

申
込
方
法　

当
日
直
接
会
場
へ
。

問
合
先　

図
書
館
貫
井
北
分
室

（
☎　

儿　

儿
３
５
６
１
）

０４２

３８５

生
活
日
本
語
教
室

　
　
　
　
　

発
表
会

世
界
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
ま
し
ょ
う
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６
月
７
日（
日
）
６
月　

日（
日
）

１４

この休日診療は、小
金井市医師会、小金
井歯科医師会、薬剤
師会の協力で実施し
ています。

!

#

"

$

%%%%%%

%%%%%%

&
&
&
&
&

&
&
&
&
&

受付時間：午前９時〜正午、午後１時〜５時
　　　　　準夜→午後５時３０分〜９時
※　電話で確認のうえ、受診してください。

●印は病医院所在地
○内は診療科目

診療時間：午前９時〜正午、
　　　　　午後１時〜５時

《 準　夜 》
診療は、午後６時から

午前９時〜正午
午後１時〜５時

薬を処方された場合は、各
医療機関受付にお問い合わ
せください。

桜 

町 

病 

院
内
小

桜町1―2―20
☎042―383―4111

至武蔵小金井駅北口
桜町病院前

マ
ン
シ
ョ
ン
修
道
院

修
道
院

修
道
院

玉川上水
五日市街道

小
金
井
街
道

 
イサク薬局

（ ）桜町1－8－4
☎042－380－5560

 
調剤薬局北なが

（ ）本町5－18－13
☎042－381－2906

 
サザン薬局

（ ）本町6－5－3シャトー小金井1F
☎042－388－4229

 
伯雲堂薬局

（ ）本町2－6－12－103
☎042－400－6035

 
アトム薬局

（ ）緑町1－6－54うさぎビル1F
☎042－388－5400

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

% %%%%%%%%%%

中町2―1―35
マ・メゾン21―1Ｆ
☎042―386―3386

石
川
ク
リ
ニッ
ク

内
消
外 西武

多摩川線

交番ガソリン
スタンド

新小金井駅

連雀通り

本町6―9―38―1F
☎042―383―5115

共
立
整
形
外
科

整
リ 

ハ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅 三
枝
耳
鼻
咽
喉
科
・
小
児
科
医
院

耳

本町5―19―32
三枝ビル2F
☎042―381―8221

武蔵小金井駅

北口

西
友

小
金
井
街
道

小

本町2―12―1
☎042―383―2232

丸  

茂  

医  

院

内
循

武蔵小金井駅武蔵小金井駅武蔵小金井駅

北口北口

けやき通り

北大通り
公民館
本町分館小

金
井
街
道

北口

黒
田
歯
科
医
院

本町5―23―11
☎042―384―3075

武蔵小金井駅

北口

小
金
井
街
道

印章店

貫井北町3―27―7
☎042―386―7288

一
中

本町住宅

歩道橋

公務員
住　宅

交番中大
附属高

北大通り

く
ろ
だ
内
科
ク
リ
ニッ
ク

内
消

ドラッグストア
前原町3―35―15
☎042―381―0987

野 

村 

医 

院

内

皮

リ 

ウ

前原坂上交差点

小
金
井
街
道消

防
署

市
役
所

南口

武蔵小金井駅

連雀通り

本町5―38―41
ユニーブル武蔵小金井102
☎042―304―1801

神
保
整
形
外
科

整
リ 

ハ

楽器店

コンビニエンス
ストア

けやき通り
小
金
井
街
道

武蔵小金井駅

も
ろ
ほ
し
ク
リ
ニッ
ク

耳
気
ア

緑町1―6―53 うさぎビル1F
☎042―385―3341

東小金井駅
北口

三小
北大通り

コンビニエンス
ストア

東
大
通
り

交
番

リサイクル
事業所

山
﨑
内
科
医
院

内
呼
ア

緑町5―12―17
☎042―381―1462

地蔵通り

けやき通り

小
金
井
街
道

緑
中
央
通
り

緑
中
央
通
り

北大通り

緑
中
央
通
り

ドラッグストア

北大通り

コンビニエ
ンスストア

小
金
井

北　

高

緑町4―5―2
☎042―381―8241

三
浦
歯
科
医
院

休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯歯科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休日歯科診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診休 日 診 療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療 薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬薬局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局局

%
%

%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%
%

　昭和５７年４月１日に市議会で議決された「小金
井市非核平和都市宣言」に基づき、恒久平和と核
兵器廃絶の願いを込めて、毎年、非核平和事業を
実施しています。
　この事業の一環として、市民の皆さんに改めて
恒久平和と核兵器廃絶について認識を深めていた
だくため、今年も平和行事参加の旅を実施しま
す。
　なお、参加者には、交通費の２分の１相当額と
宿泊費の一部を補助します。ご家族または個人で
お申し込みください。
と　き　８月５日（水）～６日（木）の１泊２日
（右表）
ところ　広島市
内　容　渇行事参加＝広島市原爆死没者慰霊式な
らびに平和祈念式　渇見学＝原爆ドーム、原爆慰
霊碑、平和記念資料館など
対　象　市内在住の小学生以上の方（小学生は保
護者同伴）

定　員　１５人（多数抽選）
※ 　前年までにこの旅に参加した方は、応募で
きません。

最少実施人数　５人
参加費（個人負担分）　 中学生以上＝３１,７４０円、
小学生＝１９,８４０円（昼食代は全額個人負担です）
事前説明会・反省会　事前説明会＝７月１７日
（金）、反省会＝８月２１日（金）、いずれも午後
６時３０分から市役所第二庁舎８階８０１会議室で。
どちらも必ず出席してください。
その他　渇平和祈念式終了後、希望する方は、現
地解散もできます。申込時にお伝えください。
（往復切符となります）渇猛暑の時期であり、両
日とも早朝からの団体行動になることをご理解の
うえ、ご参加ください。渇幼児の参加はご遠慮く
ださい。
申　込　６月１２日までに、電話または直接、広報
秘書課広聴係（市役所第二庁舎１階☎０４２−３８７−
９８１８）へ。

８
／
５
（
水
）

／
６
（
木
）

コース
武蔵小金井駅集合・同駅発

6：356：20
東京駅発
7：50

広島駅着
11：46

原爆ドーム・慰霊碑
平和記念資料館等見学

13：00
ホテル着（広島市）

17：00

ホテル出発
7：30

平和祈念式参加
7：40～9：00

自由時間・広島駅発
14：13

東京駅着
18：13

武蔵小金井駅着・解散
19：15

平平和和行行事事
参参加加のの旅旅

平和行平和行事事
参加の参加の旅旅

ス

ポ

ー

ツ

と　

き　

６
月　

日
（
日
）
雨
天

２１

実
施

集
散
時
間
・
場
所　

①
午
前
７
時

貫
井
大
橋
②
７
時　

分
市
役
所
本

１５
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自分をすり減らさない生き自分をすり減らさない生き方方
害害男らしさ、女らしさ男らしさ、女らしさにに

とらわれなとらわれないい

テーマ「わたしの青春時代」
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　あなたの青春にまつわるエピソードをお寄せ
ください。今が青春まっただ中の方、過去に青
春を過ごした方などさまざまな年代の方の作文
をお待ちしています。
　投稿していただいた作文は原則として市報８
月１日号に掲載します。ただし、紙面の都合上
すべての作品を掲載することが困難な場合は、
抽選になることがあります。
　また、作文が掲載された方には記念品を差し
上げます。（抽選により不掲載になった方を含む）
　多くの皆さんからの投稿をお待ちしています。
対　象　市内在住・在勤・在学の方
字　数　６００字以内で、題は自由に付けてくだ

さい。（原稿用紙を使用してください）
その他　渇他者を中傷・非難している等の公序
良俗に反する表現を含む場合や、テーマから著
しく外れている内容の作文は、掲載しない場合
があります。渇投稿していただいた文章等は、
お返しします。渇投稿者の氏名・年代を掲載し
ます。（匿名不可）渇応募は１人１通に限ります。
応募方法　６月３０日（必着）までに、郵送また
は直接、住所・氏名（ふりがな）・年齢・電話番
号（市内在勤・在学の方は勤務先名または学校
名）を明記し、広報秘書課広報係へ。
問合先　広報秘書課広報係（〒１８４−８５０４住所
不要・市役所本庁舎２階☎０４２−３８７−９８０３）

夏の作文募集市報８月１日号

　「草食男子」、「肉食女子」の言葉を生み出した講師から、
無理をせず自分らしく生きるためにはどうしたらよいか、お話
を伺います。
　今、仕事で悩んでいる方、ちょっと一息つきたいと考えてい
る方など、ぜひ、ご参加ください。
と　き　６月２８日（日）午後２時～４時（１時３０分開場）
ところ　市民会館・萌え木ホール
※　車での来場はご遠慮ください。
講　師　深澤真紀さん（コラムニスト）
定　員　９０人（申込順）
その他　渇保育あり（１歳以上の未
就学児。６人。要事前申込）渇手話
通訳あり
申　込　６月１日から、電話または
Ｅメール（１グループ３人まで申込
可）で、参加者全員の氏名（ふりが
な）・代表者連絡先を企画政策課男
女共同参画室（☎０４２−３８７−９８５３死
s010303@koganei-shi.jp）へ。
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